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「
パ

レ
ス

チ
ナ

母
子

保
健

に
焦

点
を

当
て

た
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
P

D
M

　
1
(平

成
1
7
年

6
月

1
9
日

）

対
象

地
: 
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
（
西

岸
及

び
ガ

ザ
）
  

 パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
: 
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

県
の

一
部

実
施

機
関

: 
平

成
1
7
（
2
0
0
5
）
年

8
月

1
日

～
平

成
2
0
（
2
0
0
8
）
年

7
月

3
1
日

（
3
年

間
）

　

1
.

妊
産

婦
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

1
M

O
H

統
計

1

2
.

５
歳

未
満

児
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

2
M

O
H

レ
ポ

ー
ト

3
.

女
性

と
5
歳

未
満

の
子

供
の

貧
血

症
が

 そ
れ

ぞ
れ

減
少

す
る

。
2

4
.

5
歳

未
満

の
低

体
重

児
の

減
少

の
比

率
が

減
少

す
る

。

1
.

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
母

子
保

健
・
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

（
Ｒ

Ｈ
）

サ
ー

ビ
ス

が
向

上
す

る
。

1
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
の

7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

が
、

新
た

に
策

定
し

た
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ
て

、
①

R
H

の
要

素
を

十
分

に
取

り
組

み
、

②
子

供
の

健
康

を
重

視
し

た
、

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
。

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
報

告
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
と

保
健

庁
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
政

策
に

変
更

が
な

い
。

2
.

2
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

、
新

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
新

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

に
則

っ
た

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

女
性

と
3
歳

以
下

の
子

供
＊

2
の

割
合

が
上

昇
す

る
。

2
対

象
地

区
の

保
健

統
計

2
-
1

（
ジ

ェ
リ

コ
県

）

産
前

ケ
ア

（
7
4
％

か
ら

9
0
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
2
0
％

か
ら

7
0
％

）
、

乳
幼

児
健

診
（
3
4
％

か
ら

7
0
％

）
＊

2
3

M
C

H
セ

ン
タ

ー
統

計

（
ラ

マ
ラ

県
）

産
前

ケ
ア

（
3
8
％

か
ら

6
0
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
2
9
％

か
ら

5
0
％

）
、

乳
幼

児
健

診
（
7
6
％

か
ら

9
0
％

）
＊

2

2
-
2

破
傷

風
予

防
接

種
を

受
け

る
妊

産
婦

の
割

合
が

6
1
％

か
ら

8
0
％

に
上

昇
す

る
。

＊
2
　

ジ
ェ

リ
コ

県
の

8
0
%
以

上
の

出
産

は
M

O
H

施
設

で
あ

る
が

、
ラ

マ
ラ

県
で

は
5
0
％

が
M

O
H

施
設

、
4
0
％

が
N

G
O

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

あ
る

た
め

。

1
.

1
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

に
お

い
て

、
7
0
％

以
上

の
保

健
庁

行
政

官
が

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
研

修
を

修
了

す
る

。
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

報
告

1

1
-
2

研
修

を
修

了
し

た
保

健
庁

行
政

官
の

８
０

％
以

上
に

お
い

て
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

自
己

評
価

と
第

三
者

評
価

が
向

上
す

る
。

2
対

象
地

区
の

保
健

統
計

1
-
3

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
保

健
庁

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
向

上
し

た
と

評
価

す
る

。
3

M
C

H
セ

ン
タ

ー
統

計

2
.

2
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

訓
練

を
修

了
し

た
医

療
従

事
者

が
増

加
す

る
。

2
-
2

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
7
0
％

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
全

て
）
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
理

解
す

る
。

2
-
3

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
7
0
％

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
9
0
％

以
上

）
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・

R
H

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
る

。
（
原

則
、

第
三

者
評

価
で

実
施

す
る

が
、

治
安

等
の

事
情

に
よ

る
困

難
な

箇
所

は
自

己
評

価
と

す
る

)

2
-
4

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
利

用
者

満
足

度
が

向
上

す
る

。

3
.

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
9
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

等
に

配
布

さ
れ

る
。

3
-
2

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
診

療
を

受
け

る
全

て
の

妊
産

婦
が

母
子

健
康

手
帳

を
活

用
す

る
。

*
3

*
3
（
活

動
の

対
象

は
全

国
で

あ
る

が
、

国
情

に
よ

り
全

国
規

模
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

限
定

す
る

。
）

3
-
3

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

て
母

子
健

康
手

帳
の

効
果

に
関

す
る

評
価

報
告

書
が

出
来

る
。

3
-
4

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

が
策

定
さ

れ
る

。

3
-
5

母
子

健
康

手
帳

が
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

5
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
配

布
さ

れ
る

。

4
.

4
-
1

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

の
参

加
者

（
1
8
歳

以
上

の
男

性
）
の

延
べ

人
数

が
2
0
0
0
人

以
上

と
な

る
。

4
-
2

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

関
す

る
知

識
と

態
度

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

男
性

の
8
0
％

に
お

い
て

向
上

す
る

。

4
-
3

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
既

婚
男

性
の

5
0
％

が
、

R
H

と
子

供
の

健
康

に
つ

い
て

配
偶

者
と

話
し

合
う

よ
う

に
な

る
。

4
-
4

家
庭

訪
問

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
受

け
た

女
性

と
子

供
の

延
べ

人
数

4
-
5

R
H

と
子

供
の

健
康

に
関

す
る

知
識

と
態

度
が

家
庭

訪
問

先
の

対
象

女
性

の
8
0
％

に
お

い
て

向
上

す
る

。

4
-
6

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

妊
娠

1
2
週

以
前

に
産

前
検

診
を

利
用

す
る

女
性

が
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

全
出

生
数

の
8
0
％

に
増

加
す

る
。

4
-
7

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
出

産
後

母
子

が
医

療
機

関
に

滞
在

す
る

平
均

日
数

が
5
0
％

延
長

す
る

。

4
-
8

家
庭

訪
問

先
女

性
の

7
0
％

が
、

R
H

と
子

供
の

健
康

に
つ

い
て

配
偶

者
と

話
し

合
う

よ
う

に
な

る
。

5
.

5
-
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
計

画
表

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
者

、
ツ

ー
ル

、
予

定
な

ど
）
が

策
定

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
さ

れ
る

状
態

と
な

る
。

5
-
2

文
書

化
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
・
教

訓
等

が
関

係
省

庁
と

主
要

な
地

方
自

治
体

、
他

援
助

機
関

に
共

有
さ

れ
、

数
件

の
事

業
に

お
い

て
そ

れ
ら

の
成

果
・
教

訓
が

反
映

さ
れ

る
。

5
-
3

最
終

報
告

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
実

績
。

訓
練

を
受

け
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
で

働
き

続
け

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

に
お

い
て

保
健

庁
の

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

向
上

す
る

。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
。

母
子

健
康

手
帳

が
作

成
さ

れ
、

１
）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
、

ま
た

後
に

２
）
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
で

活
用

さ
れ

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
住

民
男

女
に

お
い

て
、

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

関
す

る
意

識
、

行
動

の
変

化
が

起
こ

る
。

成
果

外
部

要
因

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
（
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

の
一

部
）
に

お
い

て
、

よ
り

多
く
の

女
性

と
子

供
が

改
善

さ
れ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
・
教

訓
が

、
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
や

住
民

等
と

、
全

国
レ

ベ
ル

で
共

有
さ

れ
る

。

T
ar

ge
t 

P
o
p
u
la

ti
o
n
: 
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
年

齢
の

女
性

住
民

（
1
5
～

4
9
歳

）
約

1
8
,0

0
0
人

と
子

供
*
1
（
0
～

5
歳

）
約

1
6
,0

0
0
人

、
及

び
男

性
住

民
約

2
0
0
0
人

, 
保

健
庁

に
て

母
子

保
健

に
関

わ
る

行
政

官
約

5
0
名

、
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
に

お
け

る
保

健
庁

・
家

庭
訪

問
員

（
V

ill
ag

e
 H

e
al

th
 W

o
rk

e
r）

約
5
0
名

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

／
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ

ル
ス

・
セ

ン
タ

ー
（
以

下
、

「
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

」
）
の

ス
タ

ッ
フ

約
6
0
名

、
(間

接
裨

益
者

：
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

保
健

庁
ス

タ
ッ

フ
、

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

・
ス

タ
ッ

フ
及

び
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
女

性
住

民
（
1
5
～

4
9
歳

）
約

5
0
万

人
と

子
供

*
1
（
0
～

5
歳

）
約

3
5
万

人
、

難
民

を
除

く
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
と

保
健

庁
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
政

策
に

変
更

が
な

い
。

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

や
分

離
壁

の
状

況
が

こ
れ

以
上

悪
化

し
な

い
。

指
標

入
手

手
段

上
位

目
標

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
女

性
と

子
供

の
健

康
が

改
善

さ
れ

る
。

 
 

２．ＰＤＭ１ 

－81－



1
(保

健
庁

に
よ

っ
て

全
国

展
開

す
る

活
動

)
-

1
-
1

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
し

て
日

本
に

て
行

政
官

の
研

修
を

実
施

す
る

。
1
)

ラ
マ

ラ
と

ジ
ェ

リ
コ

の
両

地
域

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

オ
フ

ィ
ス

お
よ

び
設

備

初
年

度
の

本
邦

研
修

の
暫

定
的

内
容

2
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
者

お
よ

び
代

表
者

a-
 日

本
の

保
健

医
療

行
政

の
概

観
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
代

表

ｂ
－

母
子

保
健

R
H

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
監

督
方

法
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
）
、

特
に

子
供

の
診

療
に

つ
い

て
と

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
実

情
と

の
比

較
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

ャ
ー

c
-
 R

H
の

概
念

と
母

子
保

健
や

P
H

C
へ

の
統

合
の

仕
方

3
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

人
材

d－
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
で

活
用

さ
れ

る
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

草
案

策
定

の
演

習
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

保
健

庁
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

e
-
 プ

ロ
ト

コ
ー

ル
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
運

用
促

進
戦

略
の

策
定

　
　

（
監

督
方

法
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
）

専
任

秘
書

ｆ－
パ

レ
ス

チ
ナ

保
健

庁
行

政
官

用
研

修
計

画
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

必
要

に
応

じ
て

日
本

人
専

門
家

の
た

め
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

の
通

訳

1
-
2

日
本

で
研

修
を

終
え

た
行

政
官

に
よ

り
、

特
に

地
方

の
保

健
庁

行
政

官
に

対
し

て
、

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。

1
-
3

保
健

庁
の

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
評

価
す

る
。

1
)

以
下

の
分

野
の

専
門

家
派

遣
2

(保
健

庁
に

よ
る

全
国

展
開

の
活

動
)

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

2
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

で
活

用
さ

れ
る

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

業
部

会
を

設
立

す
る

。
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

2
-
2

母
子

健
康

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

母
子

健
康

手
帳

の
作

成
、

普
及

2
-
3

日
本

で
研

修
を

受
け

た
行

政
官

に
よ

っ
て

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

、
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

2
)

日
本

お
よ

び
第

三
国

に
お

け
る

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
官

僚
の

訓
練

2
-
4

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ
た

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

を
促

進
す

る
。

3
)

機
材

供
与

を
行

う
。

2
-
5

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
サ

ー
ビ

ス
改

善
の

た
め

に
必

要
な

基
本

的
医

療
機

材
を

整
備

す
る

。

2
-
6

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

提
供

す
る

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
す

る
。

3
 (

保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

の
作

業
部

会
を

設
立

す
る

。

3
-
2

日
本

の
母

子
健

康
手

帳
を

理
解

す
る

。
（
本

邦
研

修
）

3
-
3

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

に
適

し
た

母
子

健
康

手
帳

の
草

案
を

作
成

す
る

。
（
日

本
と

現
地

で
の

活
動

）

3
-
4

母
子

健
康

手
帳

の
ド

ラ
フ

ト
の

プ
レ

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

3
-
5

母
子

健
康

手
帳

に
関

連
す

る
他

の
援

助
機

関
と

協
調

、
調

整
す

る
。

3
-
6

母
子

健
康

手
帳

を
完

成
さ

せ
る

。

3
-
7

Ｎ
Ｇ

Ｏ
診

療
所

、
私

立
診

療
所

、
病

院
な

ど
と

連
携

し
て

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

て
母

子
健

康
手

帳
を

配
布

す
る

。

3
-
8

母
子

健
康

手
帳

の
活

用
方

法
に

つ
き

訓
練

を
実

施
す

る
。

3
-
9

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
母

子
健

康
手

帳
の

活
用

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価

す
る

。

3
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

へ
の

母
子

健
康

手
帳

の
配

布
、

利
用

促
進

に
つ

き
、

関
連

援
助

機
関

と
協

調
す

る
。

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

を
検

討
す

る
。

4
（
ロ

ー
カ

ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ

と
保

健
庁

に
よ

る
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

活
動

）

4
-
1

活
動

計
画

を
立

て
る

。

4
-
2

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
担

当
者

の
訓

練
を

実
施

す
る

。

4
-
3

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

地
域

の
宗

教
リ

ー
ダ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

、
行

政
官

、
教

師
な

ど
に

対
し

戦
略

的
に

実
施

す
る

。

4
-
4

既
存

の
ＩＥ

Ｃ
教

材
 を

活
用

し
て

、
ま

た
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
ＩＥ

Ｃ
教

材
を

作
成

す
る

。

4
-
5

IE
C

教
材

を
用

い
て

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

対
象

男
性

に
実

施
す

る
。

(保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

4
-
6

地
域

ヘ
ル

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

家
庭

訪
問

の
訓

練
計

画
を

立
て

る
。

4
-
7

フ
リ

ッ
プ

チ
ャ

ー
ト

を
印

刷
す

る
。

（
ヨ

ル
ダ

ン
作

成
の

物
を

参
照

）

4
-
8

ヨ
ル

ダ
ン

で
の

類
似

Ｊ
ＩＣ

Ａ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

家
庭

訪
問

員
訓

練
教

材
を

活
用

し
て

、
地

域
ヘ

ル
ス

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
訓

練
を

実
施

す
る

。
（
ヨ

ル
ダ

ン
で

の
研

修
）

4
-
9

家
庭

訪
問

の
実

施

4
-
1

家
庭

訪
問

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

を
実

施
す

る
。

前
提

条
件

1
5

(保
健

庁
と

選
出

さ
れ

た
ロ

ー
カ

ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ

の
活

動
）

5
-
1

保
健

庁
と

現
地

N
G

O
の

双
方

の
活

動
に

つ
い

て
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
各

々
に

お
い

て
実

施
す

る
。

2
イ

ス
ラ

エ
ル

政
府

に
よ

る
パ

レ
ス

チ
ナ

政
策

が
悪

化
し

な
い

。

5
-
2

定
期

的
に

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

を
実

施
す

る
。

5
-
3

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
進

捗
報

告
書

に
ま

と
め

る
。

3

5
-
4

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
及

び
住

民
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
り

報
告

す
る

。

活
動

:
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
と

人
員

が
計

画
通

り
適

切
に

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

R
H

・
母

子
保

健
の

啓
発

に
宗

教
リ

ー
ダ

ー
や

政
策

決
定

者
が

反
対

し
な

い
。

関
係

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
す

べ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
積

極
的

に
参

加
す

る
。

以
下

の
項

目
を

満
た

し
た

母
子

保
健

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

完
成

す
る

。
１

）
R

H
を

母
子

保
健

P
H

C
に

取
り

入
れ

る
、

２
）
子

供
の

健
康

を
重

視
す

る
、

３
）
既

存
の

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

、
４

）
乳

が
ん

検
診

、
子

宮
頸

が
ん

検
診

、
性

感
染

症
な

ど
の

検
査

を
含

む
。

日
本

側
:

投
入

:
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

政
府

側
：
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「
パ

レ
ス

チ
ナ

母
子

保
健

に
焦

点
を

当
て

た
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
P

D
M

2
(平

成
1
7
年

1
0
月

1
1
日

）

対
象

地
: 
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
（
西

岸
及

び
ガ

ザ
）
  

 パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
: 
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

県
の

一
部

実
施

機
関

: 
平

成
1
7
（
2
0
0
5
）
年

8
月

1
日

～
平

成
2
0
（
2
0
0
8
）
年

7
月

3
1
日

（
3
年

間
）

　

1
.

妊
産

婦
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

1
M

O
H

統
計

1

2
.

５
歳

未
満

児
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

2
M

O
H

レ
ポ

ー
ト

3
.

女
性

と
5
歳

未
満

の
子

供
の

貧
血

症
が

 そ
れ

ぞ
れ

減
少

す
る

。
2

4
.

5
歳

未
満

の
低

体
重

児
の

減
少

の
比

率
が

減
少

す
る

。

1
.

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
母

子
保

健
・
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

（
Ｒ

Ｈ
）
サ

ー
ビ

ス
が

向
上

す
る

。
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

が
、

新
た

に
策

定
し

た
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ
て

、
①

R
H

の
要

素
を

十
分

に
取

り
組

み
、

②
子

供
の

健
康

を
重

視
し

た
、

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
。

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
報

告

1
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

政
府

と
保

健
庁

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

政
策

に
変

更
が

な
い

。

2
対

象
地

区
の

保
健

統
計

2
.

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
（
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

の
一

部
）
に

お
い

て
、

よ
り

多
く
の

女
性

と
子

供
が

改
善

さ
れ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

。
2

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

新
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

新
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

女
性

と
3
歳

以
下

の
子

供
＊

2
の

割
合

が
上

昇
す

る
。

3
M

C
H

セ
ン

タ
ー

統
計

2
-
1

（
ジ

ェ
リ

コ
県

）

産
前

ケ
ア

（
7
4
％

か
ら

9
0
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
2
0
％

か
ら

7
0
％

）
、

乳
幼

児
健

診
（
3
4
％

か
ら

7
0
％

）
＊

2

（
ラ

マ
ラ

県
）

産
前

ケ
ア

（
3
8
％

か
ら

6
0
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
2
9
％

か
ら

5
0
％

）
、

乳
幼

児
健

診
（
7
6
％

か
ら

9
0
％

）
＊

2

2
-
2

破
傷

風
予

防
接

種
を

受
け

る
妊

産
婦

の
割

合
が

6
1
％

か
ら

8
0
％

に
上

昇
す

る
。

＊
2
　

ジ
ェ

リ
コ

県
の

8
0
%
以

上
の

出
産

は
M

O
H

施
設

で
あ

る
が

、
ラ

マ
ラ

県
で

は
5
0
％

が
M

O
H

施
設

、
4
0
％

が
N

G
O

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

あ
る

た
め

。

1
.

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

に
お

い
て

保
健

庁
の

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

向
上

す
る

。
1
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

に
お

い
て

、
7
0
％

以
上

の
保

健
庁

行
政

官
が

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
研

修
を

修
了

す
る

。
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

報
告

1
訓

練
を

受
け

た
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

で
働

き
続

け
る

。

1
-
2

研
修

を
修

了
し

た
保

健
庁

行
政

官
の

８
０

％
以

上
に

お
い

て
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

自
己

評
価

と
第

三
者

評
価

が
向

上
す

る
。

2
対

象
地

区
の

保
健

統
計

1
-
3

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
保

健
庁

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
向

上
し

た
と

評
価

す
る

。
3

M
C

H
セ

ン
タ

ー
統

計

2
.

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
母

子
健

康
手

帳
の

新
し

い
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
。

2
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

訓
練

を
修

了
し

た
医

療
従

事
者

が
増

加
す

る
。

2
-
2

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
7
0
％

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
全

て
）
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
理

解
す

る
。

2
-
3

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
7
0
％

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
9
0
％

以
上

）
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
。

（
原

則
、

第
三

者
評

価
で

実
施

す
る

が
、

治
安

等
の

事
情

に
よ

る
困

難
な

箇
所

は
自

己
評

価
と

す
る

)

2
-
4

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
利

用
者

満
足

度
が

向
上

す
る

。

3
.

母
子

健
康

手
帳

が
作

成
さ

れ
、

１
）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
、

ま
た

後
に

２
）
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
で

活
用

さ
れ

る
。

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
9
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

等
に

配
布

さ
れ

る
。

3
-
2

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
診

療
を

受
け

る
全

て
の

妊
産

婦
が

母
子

健
康

手
帳

を
活

用
す

る
。

*
3

*
3
（
活

動
の

対
象

は
全

国
で

あ
る

が
、

国
情

に
よ

り
全

国
規

模
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

限
定

す
る

。
）

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
女

性
と

子
供

の
健

康
が

改
善

さ
れ

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
と

保
健

庁
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
政

策
に

変
更

が
な

い
。

成
果

外
部

要
因

T
ar

ge
t 

P
o
pu

la
ti
o
n
: 
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
年

齢
の

女
性

住
民

（
1
5
～

4
9
歳

）
約

1
8
,0

0
0
人

と
子

供
*
1
（
0
～

5
歳

）
約

1
6
,0

0
0
人

、
及

び
男

性
住

民
約

2
0
0
0
人

, 
保

健
庁

に
て

母
子

保
健

に
関

わ
る

行
政

官
約

5
0
名

、
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
に

お
け

る
保

健
庁

・
家

庭
訪

問
員

（
V

ill
ag

e
H

e
al

th
 W

o
rk

e
r）

約
5
0
名

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

／
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ

ル
ス

・
セ

ン
タ

ー
（
以

下
、

「
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

」
）
の

ス
タ

ッ
フ

約
6
0
名

、
(間

接
裨

益
者

：
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

保
健

庁
ス

タ
ッ

フ
、

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

・
ス

タ
ッ

フ
及

び
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
女

性
住

民
（
1
5
～

4
9
歳

）
約

5
0
万

人
と

子
供

*
1
（
0
～

5
歳

）
約

3
5
万

人
、

難
民

を
除

く
。

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

や
分

離
壁

の
状

況
が

こ
れ

以
上

悪
化

し
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

指
標

入
手

手
段

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

上
位

目
標
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3
-
3

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

て
母

子
健

康
手

帳
の

効
果

に
関

す
る

評
価

報
告

書
が

出
来

る
。

3
-
4

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

が
策

定
さ

れ
る

。

3
-
5

母
子

健
康

手
帳

が
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

5
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
配

布
さ

れ
る

。

4
.

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
住

民
男

女
に

お
い

て
、

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

関
す

る
意

識
、

行
動

の
変

化
が

起
こ

る
。

4
-
1

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

の
参

加
者

（
1
8
歳

以
上

の
男

性
）
の

延
べ

人
数

が
2
0
0
0
人

以
上

と
な

る
。

4
-
2

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

関
す

る
知

識
と

態
度

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

男
性

の
8
0
％

に
お

い
て

向
上

す
る

。

4
-
3

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
既

婚
男

性
の

5
0
％

が
、

R
H

と
子

供
の

健
康

に
つ

い
て

配
偶

者
と

話
し

合
う

よ
う

に
な

る
。

4
-
4

家
庭

訪
問

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
受

け
た

女
性

と
子

供
の

延
べ

人
数

4
-
5

R
H

と
子

供
の

健
康

に
関

す
る

知
識

と
態

度
が

家
庭

訪
問

先
の

対
象

女
性

の
8
0
％

に
お

い
て

向
上

す
る

。

4
-
6

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

妊
娠

1
2
週

以
前

に
産

前
検

診
を

利
用

す
る

女
性

が
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

全
出

生
数

の
8
0
％

に
増

加
す

る
。

4
-
7

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
出

産
後

母
子

が
医

療
機

関
に

滞
在

す
る

平
均

日
数

が
5
0
％

延
長

す
る

。

4
-
8

家
庭

訪
問

先
女

性
の

7
0
％

が
、

R
H

と
子

供
の

健
康

に
つ

い
て

配
偶

者
と

話
し

合
う

よ
う

に
な

る
。

5
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
・
教

訓
が

、
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
や

住
民

等
と

、
全

国
レ

ベ
ル

で
共

有
さ

れ
る

。
5
-
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
計

画
表

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
者

、
ツ

ー
ル

、
予

定
な

ど
）
が

策
定

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
さ

れ
る

状
態

と
な

る
。

5
-
2

文
書

化
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
・
教

訓
等

が
関

係
省

庁
と

主
要

な
地

方
自

治
体

、
他

援
助

機
関

に
共

有
さ

れ
、

数
件

の
事

業
に

お
い

て
そ

れ
ら

の
成

果
・
教

訓
が

反
映

さ
れ

る
。

5
-
3

最
終

報
告

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
実

績
。

1
(保

健
庁

に
よ

っ
て

全
国

展
開

す
る

活
動

)
-

1
-
1

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
し

て
日

本
に

て
行

政
官

の
研

修
を

実
施

す
る

。
1
)

ラ
マ

ラ
と

ジ
ェ

リ
コ

の
両

地
域

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

オ
フ

ィ
ス

お
よ

び
設

備

初
年

度
の

本
邦

研
修

の
暫

定
的

内
容

2
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
者

お
よ

び
代

表
者

a-
 日

本
の

保
健

医
療

行
政

の
概

観
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
代

表

ｂ
－

母
子

保
健

R
H

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
監

督
方

法
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
）
、

特
に

子
供

の
診

療
に

つ
い

て
と

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

の
実

情
と

の
比

較
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

ャ
ー

c
-
 R

H
の

概
念

と
母

子
保

健
や

P
H

C
へ

の
統

合
の

仕
方

3
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

人
材

d－
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
で

活
用

さ
れ

る
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

草
案

策
定

の
演

習
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

保
健

庁
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

e
-
 プ

ロ
ト

コ
ー

ル
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
運

用
促

進
戦

略
の

策
定

　
　

（
監

督
方

法
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
）

専
任

秘
書

ｆ－
パ

レ
ス

チ
ナ

保
健

庁
行

政
官

用
研

修
計

画
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

必
要

に
応

じ
て

日
本

人
専

門
家

の
た

め
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

の
通

訳

1
-
2

日
本

で
研

修
を

終
え

た
行

政
官

に
よ

り
、

特
に

地
方

の
保

健
庁

行
政

官
に

対
し

て
、

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。

1
-
3

保
健

庁
の

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
評

価
す

る
。

1
)

以
下

の
分

野
の

専
門

家
派

遣

2
(保

健
庁

に
よ

る
全

国
展

開
の

活
動

)
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

2
-
1

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

で
活

用
さ

れ
る

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

業
部

会
を

設
立

す
る

。
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

2
-
2

母
子

健
康

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

母
子

健
康

手
帳

の
作

成
、

普
及

2
-
3

日
本

で
研

修
を

受
け

た
行

政
官

に
よ

っ
て

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

、
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

2
)

日
本

お
よ

び
第

三
国

に
お

け
る

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
官

僚
の

訓
練

2
-
4

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ
た

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

を
促

進
す

る
。

3
)

機
材

供
与

を
行

う
。

活
動

: 以
下

の
項

目
を

満
た

し
た

母
子

保
健

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
新

し
い

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

完
成

す
る

。
１

）
R

H
を

母
子

保
健

P
H

C
に

取
り

入
れ

る
、

２
）
子

供
の

健
康

を
重

視
す

る
、

３
）
既

存
の

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

、
４

）
乳

が
ん

検
診

、
子

宮
頸

が
ん

検
診

、
性

感
染

症
な

ど
の

検
査

を
含

む
。

日
本

側
:

投
入

:

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
側

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
と

人
員

が
計

画
通

り
適

切
に

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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2
-
5

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
サ

ー
ビ

ス
改

善
の

た
め

に
必

要
な

基
本

的
医

療
機

材
を

整
備

す
る

。

2
-
6

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

提
供

す
る

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
す

る
。

3
 (

保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

の
作

業
部

会
を

設
立

す
る

。

3
-
2

日
本

の
母

子
健

康
手

帳
を

理
解

す
る

。
（
本

邦
研

修
）

3
-
3

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

に
適

し
た

母
子

健
康

手
帳

の
草

案
を

作
成

す
る

。
（
日

本
と

現
地

で
の

活
動

）

3
-
4

母
子

健
康

手
帳

の
ド

ラ
フ

ト
の

プ
レ

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

3
-
5

母
子

健
康

手
帳

に
関

連
す

る
他

の
援

助
機

関
と

協
調

、
調

整
す

る
。

3
-
6

母
子

健
康

手
帳

を
完

成
さ

せ
る

。

3
-
7

Ｎ
Ｇ

Ｏ
診

療
所

、
私

立
診

療
所

、
病

院
な

ど
と

連
携

し
て

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

て
母

子
健

康
手

帳
を

配
布

す
る

。

3
-
8

母
子

健
康

手
帳

の
活

用
方

法
に

つ
き

訓
練

を
実

施
す

る
。

3
-
9

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
母

子
健

康
手

帳
の

活
用

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価

す
る

。

3
-
1
0

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

へ
の

母
子

健
康

手
帳

の
配

布
、

利
用

促
進

に
つ

き
、

関
連

援
助

機
関

と
協

調
す

る
。

3
-
1
1

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

を
検

討
す

る
。

4
（
ロ

ー
カ

ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ

と
保

健
庁

に
よ

る
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

活
動

）

4
-
1

活
動

計
画

を
立

て
る

。

4
-
2

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
担

当
者

の
訓

練
を

実
施

す
る

。

4
-
3

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

地
域

の
宗

教
リ

ー
ダ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

、
行

政
官

、
教

師
な

ど
に

対
し

戦
略

的
に

実
施

す
る

。

4
-
4

既
存

の
ＩＥ

Ｃ
教

材
 を

活
用

し
て

、
ま

た
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
ＩＥ

Ｃ
教

材
を

作
成

す
る

。

4
-
5

IE
C

教
材

を
用

い
て

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

対
象

男
性

に
実

施
す

る
。

(保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

4
-
6

地
域

ヘ
ル

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

家
庭

訪
問

の
訓

練
計

画
を

立
て

る
。

4
-
7

フ
リ

ッ
プ

チ
ャ

ー
ト

を
印

刷
す

る
。

（
ヨ

ル
ダ

ン
作

成
の

物
を

参
照

）

4
-
8

ヨ
ル

ダ
ン

で
の

類
似

Ｊ
ＩＣ

Ａ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

家
庭

訪
問

員
訓

練
教

材
を

活
用

し
て

、
地

域
ヘ

ル
ス

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
訓

練
を

実
施

す
る

。
（
ヨ

ル
ダ

ン
で

の
研

修
）

4
-
9

家
庭

訪
問

の
実

施

4
-
1
0

家
庭

訪
問

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

を
実

施
す

る
。

前
提

条
件

5
(保

健
庁

と
選

出
さ

れ
た

ロ
ー

カ
ル

Ｎ
Ｇ

Ｏ
の

活
動

）

5
-
1

保
健

庁
と

現
地

N
G

O
の

双
方

の
活

動
に

つ
い

て
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
各

々
に

お
い

て
実

施
す

る
。

2
イ

ス
ラ

エ
ル

政
府

に
よ

る
パ

レ
ス

チ
ナ

政
策

が
悪

化
し

な
い

。

5
-
2

定
期

的
に

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

を
実

施
す

る
。

5
-
3

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
進

捗
報

告
書

に
ま

と
め

る
。

3
R

H
・
母

子
保

健
の

啓
発

に
宗

教
リ

ー
ダ

ー
や

政
策

決
定

者
が

反
対

し
な

い
。

5
-
4

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
及

び
住

民
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
り

報
告

す
る

。
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　　　　　　　　Plan of Operation (March 2007) : Project for Improving Reproductive Health with a special focus on Maternal and Child Health in Palestine
YEAR

Month

YEAR

Month

(midterm) (Final)

2005
618 9 5 6 7 4 51010 411 12

87

12

210 1 2 3
2007

14 9 10 11 12
2006
9

2005 2006 2007 2008

7 8

982

5 6

8

611 512 38 10 1 2 4

5 Reproductive Health

311 12

31
2006

9 10 212

4 Maternal and Child Health Handbook

1 Chief Advisor

3 MCH Service Management (MCH Center, Home Visit)

Experts 9

2 Project Coordinator

2005

365411

OUTPUT1 Management and technical capacity of MOH
health providers for MCH/RH services at  MCH
centers are improved in Pilot area.

2 Mid-term Evaluation / Final Evaluation

1 Joint coordination Committee

Monitoring and Evaluation 2
2007 2008

2008
4 5 6 7

11 1

Chief Advisor

MCH
Handboo

RH

4 51 2 3

PC

Service
Management

1 2 3 4

77 3

5
YEAR

Month

(in Japan)

1-4 Conduct Techcnical Training of Medical Skills for
Health Providers in Pilot Areas

1-6 Conduct training of Management Skills for Senior
Health Providers in Pilot Areas

4 51 2 3

2005 2006 2007
310 812 1

2008
6 7

1-1 Conduct training of MCH Management in Japan

OUTPUT1 Management and technical capacity of MOH
health providers for MCH/RH services at  MCH
centers are improved in Pilot area.

9 10 118 2

1-2 Identify Needs and Plan training programs for MOH
Health Providers on MCH/RH services management

3 4 5

2007 2008

1-3 Develop a training module and training materials

2005

1-5 Conduct training of Supervisory Skills for Health
Providers in Pilot Areas

1 2 3 4 5

1-7 Medical and Administrative Equipments were
installed at the MCH/PHC in the Pilot Areas.
1-8 Monitor and evaluate MCH/RH services provided at
MCH/PHC centers.
OUTPUT2 The MCH handbook guideline is provided to
all health providers in the West Bank and the
Gaza Strip

3 11 12 24 5 6 987 1 1074 5 6 9 11 12 1 2

2006YEAR

Month

1 2 3 4

4 51 2 3

5

2006 20072005 2008

5 6 7
2007 2008

4

2005

8 9 10 11 12

OUTPUT3 MCH Handbooks are produced and used in
the pilot area (Jericho and part of Ramallah) and
later at national level.

OUTPUT2 The MCH handbook guideline is provided to
all health providers in the West Bank and the
Gaza Strip

2-2 MCH Handbook Guideline is finalized and approved by
MOH

2006

4 5 6 7 8 9 10 11 11 2 3 12 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

2-3 Guideline is distributed to health providers in all
the governorates in Palestine
2-4 Promote MCH/RH services at the existing MCH/PHC
centers by following the established guidelines.

2-1 A draft of MCH Handbook Guideline is prepared.

YEAR

Month

(in WB) (in Japan) in Japan in Japan  

(For Pretest) (For Pilottest) (for National)

(for Gaza)

1 2 3 4 5 11 3 4 7 3

2006

3 18 211 12 19 1210

2007

4 5 6 7 8 9 2115 6 10

2005 2008

764 512 18 9 210

3-2 Conduct MCH Handbook Training (Which is conducted
in Japan and in Palestine)

3-5 Pretest and Revision of the Handbook

3-4 TOT of Health Workers for Pre-Test, for pilot
areas, for the target areas

3-3 Draft a MCH Handbook (Which is conducted in Japan
and Palestine)

OUTPUT3 MCH Handbooks are produced and used in
the pilot area (Jericho and part of Ramallah) and
later at national level.

3-1 Set up a MCH Handbook Task Force and Fix Work Plan

3-4 Modify and Finalize the MCH Handbook 
 

４．ＰＯ（ＰＤＭ３にあわせた改訂版） 
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(For the Pilot Areas) (for National) 

(For the Pilot Areas) (for National) 

(For the Pilot Areas) (KAP, Satiafaction Pretest) (KAP, Satiafaction Midterm) (KAP, Satiafaction Final)

YEAR

Month

in Jordan

YEAR

Month

Ramadan Oct.4-Nov.

3-10 Discuss expansion plan with Gaza

1 2 3 4 5

NGO

NGO

51 2 3 4

NGO

NGO

NGO

4-4 Produce IEC materials

4-3 Advocate RH, MCH and Child's Health to the
strategically-targeted stakeholders such as religious

4-1 Make a plan of activities 

12119 108 4 5 68 31 2 310 11 7

2008

2008

4 5 6 7316 7 128

4-5 Conduct awareness-raising workshops for targeted
men, women and youth in the community

4-7 Plan home visits

4-8 Produce flip charts.

4-2 Conduct TOT  to those who conduct awareness raising
workshops/forums.

8 9

2007

42 3

2006

5

12

2006

9 1054

9 10 11 2 3 4 5 6 7 10

5116 97 86 12

3-6 Printing the Handbook

3-8 Distribution of the Handbook in the Pilot Areas,
Target Areas

2005

1098 1211 1

1 7

2005

2 3 42

2007

1

211 12 1

5-3 Compile good practices, lessons learned and
recommendations in a progress report.

OUTPUT5 Outcomes and lesson learned are shared
amon concerned ministries, local governments,
donors as well as the general public through
seminarsand media.

5-1 Collect baseline data and analyze according to the
responsibilities that each of the above two bodies has,
5-2　Monitor the activities under respective
responsibilities of the above two bodies .

4-11 Follow-up & Supervise home visits.

4-9 Train village health workers

NGO

OUTPUT4 Both MoH staffs and Community recpgnize
importance of awareness raising and community-
participation in MCH/RH issues.

3-14 Baseline/Impact Survey for MCH/RH in the Pilot
Areas, and in the Target Areas

(Activities implemented by MOH: JERICHO and RAMALLAH)

3-16  Promotional Events for MCH Handbook Promotion

4-0 Call for proposals and select local NGO

4-6 Produce quarterly reports

3-7 Develop Delivery and Distribution System in the
Pilot Areas and in the Target Areas

3-15 Develop Promotion Materials and Socialization at
the local communities

3-13  MCH Handbook Symposium to introduce MCH H to
Donors and general public through media

3-11 Fix Strategies to expand MCH Handbook nationwide

3-9 Conduct Pilottest

3-12  Seminar for senior medical staff of all
stakeholders in WB and GZ on the benefit and objectives
of MCH Handbook

5-4 Present good practices, lessons learned and
recommendations to the concerned ministries, local
government, donors as well as the general public.

4-10 Conduct home visits.
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「
パ

レ
ス

チ
ナ

母
子

保
健

に
焦

点
を

当
て

た
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
P

D
M

　
3
　

(平
成

1
9
年

3
月

2
2
日

）

対
象

地
: 
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
（
西

岸
及

び
ガ

ザ
）
  

 パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
: 
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

県
の

一
部

実
施

期
間

: 
平

成
1
7
（
2
0
0
5
）
年

8
月

1
日

～
平

成
2
0
（
2
0
0
8
）
年

7
月

3
1
日

（
3
年

間
）

　

1
.

1
M

O
H

統
計

1

2
.

2
M

O
H

レ
ポ

ー
ト

3
.

2

4
.

1
.
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
母

子
保

健
・
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

（
Ｒ

Ｈ
）
サ

ー
ビ

ス
が

向
上

す
る

。
1

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
報

告

1
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

政
府

と
保

健
庁

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

政
策

に
変

更
が

な
い

。

2
.

産
前

産
後

検
診

、
乳

幼
児

健
診

の
サ

ー
ビ

ス
が

向
上

す
る

2
対

象
地

区
の

保
健

統
計

患
者

側
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

満
足

度
が

向
上

す
る

3
M

C
H

セ
ン

タ
ー

統
計

　

1
.

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
、

現
地

国
内

研
修

を
受

講
し

た
保

健
医

療
関

係
者

数
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

報
告

1
訓

練
を

受
け

た
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

で
働

き
続

け
る

。

現
地

国
内

研
修

受
講

生
の

知
識

と
技

術
の

向
上

度
合

い
2

対
象

地
区

の
保

健
統

計

研
修

終
了

後
に

、
研

修
受

講
生

の
業

務
が

検
証

さ
れ

る
3

M
C

H
セ

ン
タ

ー
統

計

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

改
善

の
た

め
の

研
修

教
材

、
モ

ジ
ュ

ー
ル

が
開

発
さ

れ
る

2
.

母
子

健
康

手
帳

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
策

定
さ

れ
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
公

的
に

承
認

さ
れ

関
係

者
に

配
布

さ
れ

る

政
府

関
係

者
に

対
し

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

普
及

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
講

師
養

成
研

修
が

実
施

さ
れ

る

西
岸

及
び

ガ
ザ

に
お

い
て

、
母

子
保

健
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

の
た

め
の

研
修

の
実

施
数

及
び

受
講

者
数

3
.

パ
イ

ロ
ッ

ト
テ

ス
ト

用
母

子
健

康
手

帳
が

開
発

さ
れ

る

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

を
訪

問
す

る
妊

産
婦

の
母

子
健

康
手

帳
の

利
用

状
況

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

母
子

保
健

の
有

効
性

に
関

す
る

報
告

書
が

作
成

さ
れ

る
（
月

例
報

告
書

他
よ

り
）

パ
イ

ロ
ッ

ト
テ

ス
ト

の
結

果
を

反
映

し
た

、
手

帳
が

改
訂

さ
れ

る

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

が
策

定
さ

れ
る

。

最
終

版
の

母
子

健
康

手
帳

が
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
配

布
さ

れ
る

。

成
果パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

（
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

の
一

部
）
に

お
い

て
、

よ
り

多
く
の

女
性

と
子

供
が

改
善

さ
れ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
関

係
者

の
管

理
能

力
、

技
術

が
向

上
す

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
す

べ
て

の
医

療
従

事
者

に
母

子
健

康
手

帳
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

配
布

さ
れ

る
。

母
子

健
康

手
帳

が
作

成
さ

れ
、

１
）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
、

ま
た

後
に

２
）
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
で

活
用

さ
れ

る
。

外
部

要
因

T
ar

ge
t 

P
o
pu

la
ti
o
n
: 
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
年

齢
の

女
性

住
民

（
1
5
～

4
9
歳

）
約

1
8
,0

0
0
人

と
子

供
*
1
（
0
～

5
歳

）
約

1
6
,0

0
0
人

、
及

び
男

性
住

民
約

2
0
0
0
人

, 
保

健
庁

に
て

母
子

保
健

に
関

わ
る

行
政

官
約

5
0
名

、
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
に

お
け

る
保

健
庁

・
家

庭
訪

問
員

（
V

ill
ag

e
H

e
al

th
 W

o
rk

e
r）

約
5
0
名

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

／
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ

ル
ス

・
セ

ン
タ

ー
（
以

下
、

「
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

」
）
の

ス
タ

ッ
フ

約
6
0
名

、
(間

接
裨

益
者

：
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

保
健

庁
ス

タ
ッ

フ
、

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

・
ス

タ
ッ

フ
及

び
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
女

性
住

民
（
1
5
～

4
9
歳

）
約

5
0
万

人
と

子
供

*
1
（
0
～

5
歳

）
約

3
5
万

人
、

難
民

を
除

く
。

　
*
1
啓

発
活

動
(0

-
5
歳

)、
診

療
 (

0
-
3
歳

)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

指
標

入
手

手
段

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

上
位

目
標

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
女

性
と

子
供

の
健

康
が

改
善

さ
れ

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
と

保
健

庁
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
政

策
に

変
更

が
な

い
。

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

や
分

離
壁

の
状

況
が

こ
れ

以
上

悪
化

し
な

い
。

妊
産

婦
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

５
歳

未
満

児
死

亡
率

が
減

少
す

る
。

女
性

と
5
歳

未
満

の
子

供
の

貧
血

症
が

 そ
れ

ぞ
れ

減
少

す
る

。

5
歳

未
満

の
低

体
重

児
の

減
少

の
比

率
が

減
少

す
る

。

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

（
西

岸
及

び
ガ

ザ
）
の

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

が
、

母
子

健
康

手
帳

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ
て

、
母

子
保

健
/
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

2
-
1

2
-
2

1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

2
-
1

2
-
2

2
-
3

2
-
4

3
-
1

3
-
6

3
-
2

3
-
3

3
-
4

3
-
5
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4
.

4
-
1

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

男
女

間
で

、
母

子
保

健
/
R

H
に

関
す

る
意

識
が

向
上

す
る

4
-
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

参
画

の
活

動
を

通
じ

て
、

母
子

保
健

/
R

H
及

び
子

供
の

健
康

に
関

す
る

知
識

、
態

度
等

が
変

化
す

る

4
-
3

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
参

加
者

に
お

い
て

、
母

子
保

健
/
R

H
や

子
供

の
健

康
に

関
し

て
、

配
偶

者
と

話
し

合
う

機
会

が
増

加
す

る

4
-
4

家
庭

訪
問

員
に

よ
る

家
庭

訪
問

を
受

け
た

女
性

数
の

増
加

4
-
5

保
健

庁
、

N
G

O
に

よ
り

構
成

さ
れ

る
運

営
委

員
会

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
の

啓
発

活
動

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

参
画

の
経

験
を

共
有

す
る

た
め

に
、

活
動

進
捗

報
告

書
を

作
成

す
る

5
.

5
-
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
報

告
書

が
ま

と
め

ら
れ

、
関

連
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
他

ド
ナ

ー
等

に
提

示
さ

れ
る

5
-
2

最
終

報
告

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

1
-

1
-
1

母
子

保
健

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

し
て

日
本

に
て

研
修

を
実

施
す

る
。

1
)

ラ
マ

ラ
と

ジ
ェ

リ
コ

の
両

地
域

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

オ
フ

ィ
ス

お
よ

び
設

備

1
-
2

保
健

庁
の

母
子

保
健

/
R

H
サ

ー
ビ

ス
関

係
者

に
対

す
る

研
修

を
企

画
す

る
2
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
者

お
よ

び
代

表
者

1
-
3

研
修

教
材

等
を

開
発

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

代
表

1
-
4

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

現
地

国
内

研
修

を
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

ャ
ー

a)
　

看
護

師
、

助
産

師
の

た
め

の
産

前
産

後
ケ

ア
及

び
乳

幼
児

成
長

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
係

る
技

術
研

修
3
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

人
材

b)
　

巡
回

指
導

・
監

督
技

術
研

修
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

保
健

庁
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

c
)　

時
間

管
理

技
術

研
修

専
任

秘
書

d)
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

技
術

研
修

必
要

に
応

じ
て

日
本

人
専

門
家

の
た

め
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

の
通

訳

　
e
)　

健
康

教
育

技
術

の
研

修

1
-
5

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

等
の

サ
ー

ビ
ス

改
善

の
た

め
に

、
医

療
機

材
及

び
事

務
機

器
が

供
与

さ
れ

る

1
-
6

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

等
で

提
供

さ
れ

る
母

子
保

健
/
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
さ

れ
る

1
)

以
下

の
分

野
の

専
門

家
派

遣

2
(保

健
庁

に
よ

る
全

国
展

開
の

活
動

)
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

2
-
1

母
子

健
康

手
帳

の
活

用
の

た
め

の
ド

ラ
フ

ト
・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

策
定

さ
れ

る
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

2
-
2

ド
ラ

フ
ト

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

本
邦

研
修

期
間

中
に

完
成

す
る

母
子

保
健

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
-
3

母
子

健
康

手
帳

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
完

成
し

、
保

健
庁

が
内

容
を

承
認

す
る

母
子

健
康

手
帳

の
作

成
、

普
及

2
-
4

パ
レ

ス
チ

ナ
全

地
域

の
公

的
保

健
サ

ー
ビ

ス
関

係
者

に
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
配

布
さ

れ
る

2
)

日
本

お
よ

び
第

三
国

に
お

け
る

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
官

僚
の

訓
練

2
-
5

M
C

H
/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

新
し

い
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

を
促

進
す

る
。

3
)

機
材

供
与

を
行

う
。

　
前

提
条

件
：

3
 (

保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

1

3
-
1

母
子

健
康

手
帳

の
作

業
部

会
を

設
立

し
、

実
施

計
画

を
策

定
す

る
。

3
-
2

本
邦

研
修

に
参

加
し

、
日

本
の

母
子

健
康

手
帳

を
研

究
す

る
2

3
-
3

ド
ラ

フ
ト

版
母

子
健

康
手

帳
を

作
成

す
る

3
-
4

ド
ラ

フ
ト

版
母

子
健

康
手

帳
を

本
邦

研
修

に
て

完
成

さ
せ

る
3

3
-
5

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

、
母

子
健

康
手

帳
の

プ
レ

テ
ス

ト
と

し
て

、
母

子
保

健
関

係
者

を
訓

練
す

る

3
-
6

プ
レ

テ
ス

ト
の

結
果

よ
り

手
帳

を
改

訂
す

る

関
係

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
す

べ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
積

極
的

に
参

加
す

る
。

イ
ス

ラ
エ

ル
政

府
に

よ
る

パ
レ

ス
チ

ナ
政

策
が

悪
化

し
な

い
。

R
H

・
母

子
保

健
の

啓
発

に
宗

教
リ

ー
ダ

ー
や

政
策

決
定

者
が

反
対

し
な

い
。

活
動

:

日
本

側
:

投
入

:

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
側

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
と

人
員

が
計

画
通

り
適

切
に

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

保
健

庁
関

係
者

と
住

民
双

方
が

、
母

子
保

健
・
リ

プ
ロ

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
参

画
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
・
教

訓
が

、
セ

ミ
ナ

ー
や

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
て

、
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
や

住
民

等
と

、
全

国
レ

ベ
ル

で
共

有
さ

れ
る

。

(パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
保

健
庁

の
活

動
)
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3
-
7

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

母
親

達
に

関
す

る
基

礎
調

査
を

実
施

す
る

3
-
8

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
配

布
用

の
母

子
健

康
手

帳
を

印
刷

す
る

（
4
5
0
0
部

）

3
-
9

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
用

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
シ

ー
ト

を
作

成
す

る

3
-
1
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
に

対
し

て
広

報
・
啓

発
の

た
め

の
教

材
を

開
発

す
る

3
-
1
1

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

手
帳

を
配

布
す

る

3
-
1
2

母
子

健
康

手
帳

の
活

用
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
す

る

3
-
1
3

母
子

健
康

手
帳

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

を
検

討
す

る
。

3
-
1
4

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
外

で
、

手
帳

の
配

布
を

開
始

す
る

3
-
1
5

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

母
親

達
の

イ
ン

パ
ク

ト
調

査
を

実
施

す
る

4
（
ロ

ー
カ

ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ

と
保

健
庁

に
よ

る
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

活
動

）

4
-
1

活
動

計
画

を
立

て
る

4
-
2

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
担

当
者

の
訓

練
を

実
施

す
る

4
-
3

R
H

、
子

供
の

健
康

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

地
域

の
宗

教
リ

ー
ダ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

、
行

政
官

、
教

師
な

ど
に

対
し

戦
略

的
に

実
施

す
る

4
-
4

既
存

の
IE

C
教

材
 を

活
用

し
て

、
ま

た
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
IE

C
教

材
を

作
成

す
る

4
-
5

IE
C

教
材

を
用

い
て

啓
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

対
象

男
性

に
実

施
す

る

4
-
6

四
半

期
毎

の
活

動
進

捗
報

告
書

を
作

成
す

る

(保
健

庁
に

よ
る

主
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
）

4
-
7

家
庭

訪
問

員
に

よ
る

家
庭

訪
問

計
画

を
立

て
る

4
-
8

フ
リ

ッ
プ

チ
ャ

ー
ト

を
作

成
す

る

4
-
9

ヨ
ル

ダ
ン

で
実

施
さ

れ
て

い
る

Ｊ
ＩＣ

Ａ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

家
庭

訪
問

員
訓

練
教

材
を

活
用

し
て

、
地

域
家

庭
訪

問
員

に
対

す
る

技
術

交
換

研
修

を
実

施
す

る

4
-
1
0

家
庭

訪
問

を
実

施
す

る

5
(保

健
庁

と
選

出
さ

れ
た

ロ
ー

カ
ル

Ｎ
Ｇ

Ｏ
の

活
動

）

5
-
1

保
健

庁
と

現
地

N
G

O
の

双
方

の
活

動
に

つ
い

て
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
各

々
に

お
い

て
実

施
す

る

5
-
2

定
期

的
に

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

を
実

施
す

る

5
-
3

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
進

捗
報

告
書

に
ま

と
め

る

5
-
4

実
施

状
況

、
教

訓
、

提
言

な
ど

を
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
及

び
住

民
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
り

報
告

す
る
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専
門

家
投

入
実

績

8
9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
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平成17年 ラップトップ・コンピューター 5 ヒュ－レッド･パッカードnx6110

プリンター 1 ヒュ－レッド･パッカード カラーレーザージェット
3600

同上 1 ヒュ－レッド･パッカード　デスクトップ dc7600

プリンター用トナー 20 ヒュ－レッド･パッカード　レーザーカラー･白黒ト
ナー

平成18年 エアコン 9 Petra社製　 モデルPHW 20
携帯型超音波診断装置 6 3.5MHZプローブ(6)及び膣内用プローブ(2)付属
オトスコープ 30 専用ランプ付属
子供用血圧計 25 水銀式　子供サイズベルクロカフ　Gima社製
大人用血圧計 25 水銀式　成人サイズベルクロカフ　Gima社製
聴診器 35 Riester社　Duplexモデル
サイド･ランプ 25 医科用　移動式
眼底鏡 30 Riester社　Model Uni-II
携帯型ベッド･スクリーン 35 現地製　保健庁規格準拠
検査台用踏み台 25 現地製　保健庁規格準拠
金属製ゴミ箱 35 医科用蓋付　現地製
LCD プロジェクター 1 ヒュ－レッド･パッカード製　HP6311
コピー機 1 東芝E-Studio 282
カラープリンター 1 ヒュ－レッド･パッカード製　HP2840
コンピューター 2 HP PC DX2200, WindowsOS、HPモニター付属
デジタル・カメラ 1 キャノン A640
扇風機 24 220V仕様　室内扇
モニタリング用四輪駆動車 2 VW Touareg3000cc (1), Ford Explorer4600cc (1)
胎児用心拍検査器 10 机上タイプ EX-102EX
引出式書類キャビネット 25 保健庁規格準拠
電気ヒーター 25 移動型　220V仕様
医科資材収納ガラス戸棚 24 保健庁規格準拠
ヘモグロビン検査キット 23 血液検査用試薬
糖質スティック他 50 検査用消耗品
糖質計 27 検査機器

個数機材名 品名等年度

 
 

７．供与機材リスト 
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ワークショップ名 開催時期 開催場所 参加人数 参加団体 対象者

1
母子健康手帳セミ
ナー

2005年9月 保健庁ラマラ 15名
保健庁、
UNICEF

医療従事
者、母子手
帳関係者

2
マネジメント研修参
加者事前セミナー

2005年9月 保健庁ラマラ 20名 保健庁、 医療従事者

3
家庭訪問員研修事
前セミナー

平成17年9
月、11月

保健庁ラマ
ラ、ジェリコ

30名 保健庁
村落ヘルス
ワーカー、監
督官

4
母子健康手帳広報
セミナー

平成17年10
月

保健庁ラマラ 50名
保健庁、
UNICEF、ド
ナー、NGO

医療従事
者、母子手
帳関係者

5
母子健康手帳プレ
テストのための研
修

平成18年5
月

保健庁ラマ
ラ、ジェリコ

18名 保健庁 医療従事者

6
母子健康手帳プレ
テスト

平成18年6
月

保健庁ラマ
ラ、ジェリコ保
健所

47名 保健庁 医療従事者

7
母子健康手帳プレ
テスト

平成18年6
月

保健庁ラマ
ラ、ジェリコ保
健所

58名 住民 母親

8
母子健康手帳活用
法セミナー

平成18年6
月

保健庁ラマ
ラ、ジェリコ保
健所

50名
保健庁、
UNRWA,NGO

医療従事者

9
母子保健サービス
マネジメントワーク
ショップ

平成18年11
月

JICAラマラ事
務所

13名 保健庁 医療従事者

10
プロジェクト中間報
告セミナー

平成19年１
月

ジェリコ 70名

保健庁、
UNICEF、
UNRWA,ド
ナー、NGO

医療従事
者、母子手
帳関係者

 
 

８．開催された主なワークショップリスト 
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（平成 17 年 8 月～19 年 3 月）  
 

成果１：パレスチナ自治区全域において保健庁の母子保健行政サービスのマネジメント能

力が向上する。 

 
平成 17（2005）年 
・ 研修参加者への事前セミナーの開催（9 月 22 日） 

本邦研修に参加する保健庁 MCH スタッフ等の 20 名に対する母子保健管理オリエンテ

ーション・セミナー、及び、ヨルダン家庭訪問研修に参加する保健庁村落ヘルスワー

カーに対するオリエンテーション・セミナーを実施した。 
 

・ パイロット地区の保健状況基礎調査の実施（12 月～平成 18 年 2 月） 
パイロット地区における MCH／RH の状況、基礎保健状況、人口情報を調べるベース

ライン調査を、保健庁推薦の現地研究者に委託して、3 カ月間の調査を実施した。 
 
平成 18(2006)年 

・ 本邦研修「母子保健マネジメント」の実施（1 月 15 日～2 月 1 日） 
保健庁より 6 名が参加。母子保健、地域保健に関わる種々の医療機関、行政サービス

の役割と連携のあり方等について、日本の母子保健行政について視察した。研修成果

として、パレスチナ母子保健マネジメントを向上させるための行動計画を策定され

た。 
 
・ 保健庁への機材供与（3 月） 

保健行政向上に必要な事務機器などの機材を供与した。 
 
・ ジェリコ、ラマラの MCH センターの人材、機材の状況調査実施（11 月） 

現地コンサルタントによるベースライン調査を補完するために、ジェリコ及びラマラ

の各 MCH センターの人材配置、医療従事者の業務所掌、機材の活用状況の調査を実

施。母子保健サービス改善に必要な機材、研修に関する提言をとりまとめた。 
 

・母子保健サービス・マネジメント改善に関するワークショップの実施（11 月） 
本邦研修にて作成した母子保健マネジメント向上行動計画をもとに、保健庁の C/P13
名を対象としたワークショップを実施した。以下のとおり、現状における母子保健サ

ービス・マネジメントの問題を抽出した。 
① 母子保健サービスに関る測定・診断技術やカウンセリング・健康教育技術が不足

しており、最適なサービスが提供できない 
② スタッフ数の不足、未熟な時間管理、煩雑で非効率な業務 
③ センターに対する監督の不足によるスタッフのやる気の低下 
④ 貧血薬の供給の効果が発現しないことに掛かる対処の不在 
⑤ 母子保健サービスを提供するための基本的な機材の不足 
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10．プロジェクト活動実績総括表 



→ワークショップの結果を踏まえ、現地国内研修リスト、資機材リストが作成された。

また、右は、第 2 回合同調整委員会にて合意された。 
 
・ ジフトリック無料診断デイの開催（3 月） 

パイロット地区であるジェリコ県北部のジフトリックにおいて、JICA 帰国研修員が保

健庁と協力して行った「無料診断デイ」の開催において、その実施経費をプロジェク

トが負担した。 同イベントは、UNRWA、NGO 等も参加して開催され、医師や看護

師による無料の検診と医薬品の提供、家庭訪問員による保健情報の提供、また、サン

プルの母子保健手帳の配布等が行われた。同イベントには、近隣のコミュニティより、

1,000 名以上が参加した。 
 

 
 

成果２：パレスチナ自治区全域の MCH／PHC センターにおいて、母子保健手帳の新しい

ガイドラインに則った母子保健・RH サービスが提供される。 

 
平成 18(2006)年 
・ パイロットテスト用「母子健康手帳配布ガイドライン」の作成（6 月） 

パイロット版の手帳作成に合わせて、その配布と使用方法等を記載した「配布・活用

マニュアル（又は技術仕様書）」が作成された。 
 

・「母子健康手帳ガイドライン」草稿の作成（11 月～平成 19 年 2 月） 
既存の産前ケア、産後ケア、母乳指導等のガイドラインと、母子手帳の配布・活用マニ

ュアルを取りまとめて「母子健康手帳ガイドライン」草稿を作成し、本邦研修に持参す

ることとした。 
 

平成 19(2007)年 

・ 本邦研修「母子健康手帳マネジメント」の実施（2 月 18 日～3 月 8 日） 
保健庁より 11 名が参加した。母子健康手帳を活用した乳児健診、母親学級、家庭訪問

などの運営、管理、手帳の配布活用状況のモニタリングと評価の手法、など手帳に関わ

るマネジメント手法について研修を実施した。研修成果として、パレスチナでの母子健

康手帳の活用に係るガイドライン及び同手帳の全国普及戦略が作成された。 
 

・「母子健康手帳ガイドライン」草稿に係る関係者間での合意（3 月） 
本邦研修にて完成した「母子健康手帳ガイドライン」草稿について、関係者と内容を検

討するテレビ会議を開催した。同会議に出席した保健庁、UNICEF、UNRWA,UNFPA な

どパレスチナ側の母子健康手帳タスクフォースのメンバー、及び、国家保健教育・保健

増進委員会の主要メンバーの合意を得た。 
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成果３：母子健康手帳が作成され、１）パイロット地区で、また後に２）パレスチナ自治

区で活用される。 

 
平成 17（2005）年 
・ 母子保健手帳セミナー実施（９月） 

保健庁、国連児童基金（UNCEF）の母子保健関係者 15 名に対する母子健康手帳を紹

介するセミナーを実施。日本の手帳の歴史と経験、インドネシア等の海外での活用の

事例の紹介し、手帳を導入するメリットと課題を提示した。 
 

・ 母子健康手帳作業委員会（タスクフォース）の設立（９月） 
保健庁スタッフ、JICA プロジェクト専門家、UNICEF スタッフによる母子保健手帳作

業委員会（タスクフォース）を設立した。第 1 回会合において、保健庁及び UNICEF
が作成した手帳のドラフト内容を検証し、全面的な修正を図ることになった。同時に、

手帳作成の作業スケジュールを確定した。 
 

・ 母子健康手帳作成の広報セミナーの実施（10 月） 
本プロジェクトにおいて、保健庁及び UNICEF の共同事業として母子保健手帳の作成

を行うことを保健セクター関係者、ドナー、NGO に公表するためのセミナーを開催し

た。（参加者数は約 50 名） 
 

・ 国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）との協議（10 月） 
母子健康手帳を、UNRWA キャンプ（ヨルダン、シリア、レバノン）で展開するため

に、ジェリコ県内のキャンプで試験的に導入することを協議。また、保健庁が実施す

る母子健康手帳作成のためのタスクフォース会議や母子健康手帳活用法セミナー

（TOT）など、UNRWA からも代表者を招聘する旨、合意した。 
 

・ UNICEF との協議（10 月） 
母子健康手帳作成の作業計画、役割分担に関し、保健庁、UNICEF 担当者と協議のう

え、合意した。 
 
平成 18（2006）年 
・ 本邦研修「パレスチナ保健健康手帳の作成と効果的運用」の実施（2 月） 

母子保健手帳タスクフォースのメンバーである 7 名の保健庁スタッフが参加した。研

修成果として、母子健康手帳ドラフトとその活用計画が作成された。 
 
・ 母子健康手帳プレテスト準備として研修実施（5 月） 

母子健康手帳のプレテスト実施の準備段階として、医療従事者 18 名に対し母子健康

手帳とプロジェクト事業の紹介のための研修を実施した。 
 

・ 母子健康手帳のプレテストの実施（5 月～6 月） 
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運営指導調査団員（母子健康手帳）により、母子手帳のプレテストを実施（5 月 20 日

～6 月 9 日）。フォーカスグループインタビューを、47 名の医療従事者と 58 名の母

親（妊婦）を対象に実施した。プレテストの結果を元に、タスクフォースにて母子健

康手帳の改訂作業を行った。 
 

・ 母子健康手帳印刷と普及に係る UNICEF との協議（5 月） 
母子手帳のパイロット版印刷に関する JICA プロジェクト、UNICEF、UNRWA，保健

庁などの所掌分担、著作権、作業計画などにつきテレビ会議にて協議、合意した。 
 

・ 母子健康手帳活用法研修の実施（6 月） 
ラマラ地区の母子保健センターの医師 13 名、看護スタッフ 14 名、計 27 名が参加。

ジェリコでは母子保健センター、NGO クリニック、UNRWA クリニック、などの医師、

看護スタッフ合計 23 名が参加した。 
 

・ 母子健康手帳の印刷（7 月） 
パイロットテスト版のパレスチナ母子健康手帳を、日本政府から UNICEF への拠出金

を活用して 4500 部を印刷した。 
 
・ 母子健康手帳の配布開始（8 月） 

ジェリコ、ラマラのパイロット地区にて母子健康手帳のテスト配布を開始した（平成

18 年 9 月より、保健庁を含めた公共部門のストライキが頻発。公的医療機関でのサー

ビスの停止に伴い、母子健康手帳の配布も一時停止。平成 19 年 1 月、保健庁のゼネ

スト終結に伴い、母子健康手帳の配布が再開した）。 
 
・ UNRWA による母子健康手帳のパイロットテストの実施（8 月） 

ジェリコ内の３つの難民キャンプで、母子健康手帳を導入したパイロットテストを開

始した。 
 
・ パイロット地区における母子健康手帳の適応状況のモニタリング準備（11 月） 

パイロット地区における母子保健手帳の配布状況、活用状況をモニタリングするた

め、Supervisory sheets, Monthly reporting form を作成し、C/P と合意した。 
 
・「母子健康手帳全国普及版の作成、印刷、普及に関する関係者間協議（11 月）  

保健庁、UNICEF、UNRWA、UNFPA、JICA の関係者間で協議を行い、今後の計画につ

いて合意した。 
 
平成 19（2007）年 
・ プロジェクト及び母子健康手帳のプロモーションの活動開始（平成 19 年 2 月）。 

ジェリコ幹線道路沿いにビルボードを建設、プロジェクトロゴ入りのプロモーション

グッズを作製した（Ｔシャツ、ステッカー、ボールペンなど）。T シャツは、JICA 帰
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国研修員同窓会が開催したジフトリック無料診療デーにおいて配布した。 
 

 

成果４：パイロット地区における住民男女において、RH、子供の健康、ジェンダー・女性

のエンパワメントに関する意識、行動の変化がおきる。 

 
平成 17（2005）年 
・村落ヘルスワーカーの研修に係る UNFPA との協議（9 月） 

UNFPA の支援により訓練された保健庁の村落家庭訪問員に対して、ヨルダンで実施され

ている JICA プロジェクトで研修を実施するための協議を行った。 
 
・家庭訪問員の研修ニーズ調査（9 月） 

UNFPA と合同で、ジェニン、ヘブロン、ジェリコの各地において、村落家庭訪問員の研

修ニーズ調査が実施された。 
 
・ヨルダン研修オリエンテーション・セミナーの開催（9 月、11 月） 
ヨルダンで実施予定である家庭訪問員の研修について、参加候補者である村落家庭訪問

員とそのスーパーバイザーに対し、オリエンテーション・セミナーを実施した。 
 
平成 18(2006)年 
・技術交換研修「パレスチナ家庭訪問員研修」の実施 
ジェリコ県などで活動している 22 名の家庭訪問員に対し、女性のエンパワメントとコ

ミュニケーション技術に関する訓練をヨルダンにて実施した。研修では、ヨルダンの

JICA プロジェクトで開発した女性のエンパワメント、RH の啓発手法（コミュニケーシ

ョン技術）の訓練を行った。（1 月 28 日～2 月 11 日） 
 
・プロジェクト活動のインパクト評価の検討（11 月） 

パイロット地区における母子保健手帳の配布、母子保健サービスの改善に対する活動

によるインパクト評価するための患者満足度調査、KAP（Knowledge, Attitude,
Practice）調査の概念と方法の検討、調査票を作成した。調査時期は、ベースライン（平

成 18 年 12 月）、中間評価（平成 19 年 5 月）、終了時評価（2008 年 5 月）とした。これ

らは JCC にて関係者間で合意された。 
 

・ 母子健康手帳配布前（ベースライン）の KAP（Knowledge, Attitude and Practice）調査、

患者満足度調査の実施（12 月～平成 19 年 1 月） 
パイロット地区であるジェリコの 9 センター、ラマラの 15 センターにおいて、各 10

名の利用者（対象群）、及びラマラ 10 センターにおける各 10 名の利用者（コントロー

ル群）、うち都市部 3 センターについては各 20 名、合計 330 名の利用者（母親）をサ

ンプルとし、調査を実施した。 
 
平成 19（2007）年 
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・住民啓発活動を行う現地 NGO の選定（1 月 28 日） 
パイロット地区において、住民に対する啓発活動の事業委託する現地 NGO を選定する

ため、現地新聞広告にて公示を行い、CP と選定委員会を組織した。その結果、パレス

チナ医療支援協会（Palestine Medical Relief Society）が選定された。 
 
・ 現地ＮＧＯの活動開始（2 月） 

プロジェクトより事業委託されたパレスチナ医療支援協会は、2 月に契約後に、パイロ

ット地区で、住民に対する保健知識向上のための啓発活動を開始した。 
 

 

成果５：プロジェクトの成果・教訓が、関係省庁、地方自治体、他援助機関や住民等と、

全国レベルで共有される。 

 
平成 17（2005）年 
・第１回 合同調整委員会（JCC）開催（10 月 6 日） 

プロジェクト運営管理、活動計画、研修計画及び研修員資格要件、現地調査のためのロ

ーカル・コンサルタント業務指示書（TOR）について協議し、合意した。 
 
平成 18(2006)年 
・第２回 合同調整委員会（JCC）開催（11 月 21 日） 

プロジェクトの実績、今後の活動計画、研修計画、供与機材計画、ローカルＮＧＯ業務

指示書（TOR）、プロジェクトインパクト調査方法などについて協議し、合意した。 
 
平成 19（2007）年 
・プロジェクト中間報告セミナーの開催（1 月 22 日） 
これまでのプロジェクト活動を保健庁関係者等に報告するセミナーを、ジェリコにて開

催した。C/P を初め、パレスチナ医師会、国連及び他援助機関、NGO から関係者が約 70

名参加した。保健庁副大臣より、これまでの活動に対し謝意が表された。 
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 中間評価調査では、3 月 14 日及び 19 日の２回、パレスチナのカウンターパート等の関係者の

間で、PDM の改定に係る PCM ワークショップを開催した。概要は以下のとおりである。 
 
 
１．第１回（3 月 14 日・水曜日） 
 
（１）開催地：ラマラ中央ラボラトリー・一階会議室 
（２）開催時間：午前 10 時～午後 1 時 
（３）出席者：パレスチナ側 8 名、日本側 5 名、計 13 名 

パレスチナ側出席者 日本側出席者 

Dr. Basem Rimawi , Director General, Ramallah 
and Al Beieh Public Health Department 
Dr. Obaida Qumhiyeh, Director, Community 
Health Department 
Ms. Ilham Shamasna, Head Nurse, Ramallah 
Public Health Department 
Ms. Siham Yusef Safy, MCH supervisor 
Prof. Zahera Habash, Director General、WHDD 
Dr. Souzan Abdu, Deputy Director General ，

WHDD 
Ms. Lubna Elsader, Director, Health Education 
and Health Promotion Department 
Dr. Arab Anani, Deputy S.M.O. Jericho 

小林 尚行 団長 
津田 加奈子 協力計画団員 
飯田 春海 評価分析団員（ファシリテータ

ー） 
山崎 健二 長期専門家（業務調整／援助調

整） 
萩原 明子 チーフ・アドバイザー 

 
（４）討議内容・結果 

ア）日本側より、パレスチナ側に PCM 手法を用いた JICA 技術協力事業の評価概要について

説明を行った。次に、ファシリテーターより、現行の PDM より、上位目標、プロジェクト目

標１及び２、成果１～５までを、A4 紙上に抜き出したものを、プロジェクトの主要構成部分

として会場の壁面に提示した（マスタープランの主要部分に相当）。そのうえで、５つの成果

に対して、主要な活動項目の進捗状況を個別に確認し、参加者間で現状の把握と認識の共通化

を図った。結果は、以下の表１のとおりである。 
  

表１ 各成果に対する活動の進捗状況 

成果 実施済項目 実施中項目 実施予定項目 

成 果

１ 
本邦研修「母子保健マネージメ

ント」、現地国内研修ニーズアセ

スメント、他 

  

成 果

２ 
全国版母子健康手帳活用ガイド

ラインの策定 
保健庁側による同

ガイドラインの公

式承認 

母子保健手帳のガイド

ラインに沿った全パレ

スチナ地域での展開 
 

 

11．ＰＣＭワークショップ概要 

－109－



成 果

３ 
母子健康手帳 4,500 部の印刷、

パイロット地区での手帳の配布

母子健康手帳の技術仕様書の作

成 

母子健康手帳のパ

イロットテスト実

施準備 

全国展開のための手帳

120,000 部の印刷 

成 果

４ 
業務委託する現地 NGO の選定、

運営委員会の設立、ヨルダンに

おける家庭訪問員の研修実施 

NGO によるパイロ

ット地区の基礎調

査の実施準備 

NGO によるコミュニテ

ィの動員事業、家庭訪問

員の活動経過について

はモニタリング不足で

情報がない 

成 果

５ 
パイロット地区における月例報

告書及び現地調査の実施、

UNICEF, UNRWA, NGO との協

力体制の構築 

 プロジェクトの成果を

関係者間で共有するセ

ミナーの開催 

 
イ）上表のプロジェクトの進捗状況を前提としつつ、今後の活動の進展の可能性に留意して、

プロジェクトの主要構成部分の文言等の変更の可否について、参加者間で議論、検討を行った。

議論の結果としては、現行の上位目標から成果まで、特に変更の必要性はなく、マスタープラ

ンどおりでよいとのこととなった。一方、現状に沿って、各指標の調整は行うこととした。 
 
２．第２回（3 月 19 日・月曜日） 
（１）開催地：ラマラ保健庁地下一階会議室 
（２）開催時間：午前 10 時～午後 1 時 
（３）出席者：パレスチナ側 10 名、日本側 6 名、計 16 名 

パレスチナ側出席者 日本側出席者 

Ms. Tagreed Hijaz, MCH Supervisor, West 
Bank 
Dr. Obaida Qumhiyeh, Director, Community 
Health Department 
Dr. Arab Anani, Deputy S.M.O. 
Ms. Siham Yusef Safy, MCH supervisor 
Prof. Zahera Habash, Director General，WHDD
Dr. Souzan Abdu, Deputy Director General、
WHDD 
Dr. Bassam Madi, Director、 Salfeet Public 
Health Department 
Ms. Lubna Elsader, Director, Health Education 
and Health Promotion Department 
Mr. Omar Abu Arqoub, Director, Palestinian 
Health Information Center 
Dr. Qasem Maani, Deputy Director General，
Directorate of International Cooperation 

小林 尚行 団長 
津田 加奈子 協力計画団員 
飯田 春海 評価分析団員（ファシリテータ

ー） 
山崎 健二 長期専門家（業務調整／援助調

整） 
萩原 明子 チーフ・アドバイザー 
三好 浩樹 JICA パレスチナ事務所長期企画

調査員 
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（４）討議内容・結果 
ア）第１回のワークショップにおいて、プロジェクトのマスタープランの変更はしないという

合意を得て、プロジェクト目標以下の指標を現状の活動の進捗に沿って修正するための検討を

行った。事前に日本側で、新しい指標の事例を用意して、パレスチナ側に提示しつつ、個別に

協議して決定する方法で行った。なお、プロジェクターにて、PDM を直接、会場の壁面に投

影し、議論の結果を直接、PDM に反映する方法で行った。 
 

イ）参加者間の議論において、現状では、これまでの活動がストライキ等で十分に行えず、ま

た、終了時評価まで活動期間が１年余りとなっており、今後の活動の成果を数値で見極める意

味が不明瞭となっていることが確認された。同時に、パイロット地区で行われている包括的な

母子保健の活動が、プロジェクトを全国展開するうえでモデル的な要素が強くなっていること

から、これらのことを考慮し、プロジェクトの活動結果を質的要素から検証し、プロジェクト

の実施効果を様々な側面から評価するような指標に変更された。 
 
ウ）指標入手手段や外部要因等については特に変更の必要もなく、時間的な余裕もなかったこ

とからそのままとされた。計２回のワークショップを経て、本プロジェクトの PDM は、プロ

ジェクトの当初の概念に沿った基本構成はそのままにして、今後のプロジェクトが目指す方向

性を念頭において活動の状況を整理し、プロジェクト目標以下、主に指標の見直しがなされた

ものとなった。（PDM３） 
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あ

り
、

そ
の

効
果

と
し

て
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。
一

方
、

現
状

で
は

、
N

G
O

が
運

営
す

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

や
民

間
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
は

、
母

子
健

康
手

帳
の

使
用

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

の
観

点
か

ら
は

、
こ

れ
ら

の
施

設
と

の
調

整
が

不
可

欠
で

あ
る

。
ま

た
、

パ
レ

ス
チ

ナ
内

に
あ

る
難

民
キ

ャ
ン

プ
に

対
し

て
も

、
U

N
R

W
A

と
の

協
力

が
引

き
続

き
必

要
で

あ
る

。
そ

し
て

、
母

子
健

康
手

帳
の

活
用

の
み

な
ら

ず
、

母
子

保
健

施
設

の
改

善
と

ス
タ

ッ
フ

の
能

力
向

上
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
自

身
の

意
識

向
上

に
よ

る
保

健
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

と
の

協
働

の
観

点
か

ら
は

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

成
果

と
経

験
を

、
他

の
地

域
に

効
率

的
に

拡
大

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

た
め

の
戦

略
や

計
画

が
必

要
で

あ
る

。

1
-
2
-
2
  
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

、
新

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
新

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

に
則

っ
た

母
子

保
健

・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

女
性

と
３

歳
以

下
の

子
供

の
割

合
が

,０
か

ら
7
0
％

に
上

昇
す

ジ
ェ

リ
コ

、
ラ

マ
ラ

に
お

け
る

産
前

ケ
ア

、
産

後
ケ

ア
、

乳
幼

児
検

診
の

受
診

率

①
ジ

ェ
リ

コ
県

：
産

前
ケ

ア
（
７

４
％

→
９

０
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
２

０
％

→
７

０
％

）
、

乳
幼

児
検

診
（
３

４
％

→
７

０
％

）

　
ラ

マ
ラ

県
：
　

産
前

ケ
ア

（
３

８
％

→
６

０
％

）
、

産
後

ケ
ア

（
２

９
％

→
５

０
％

）
、

乳
幼

児
検

診
（
７

６
％

→
９

０
％

）

②
破

傷
風

予
防

接
種

を
受

け
る

妊
産

婦
の

割
合

が
６

１
％

か
ら

８
０

％
に

上
昇

す
る

ジ
ェ

リ
コ

、
ラ

マ
ラ

に
お

け
る

妊
産

婦
の

破
傷

風
予

防
接

種
率

①
M

C
H

/
R

H
の

講
師

数
と

サ
ー

ビ
ス

が
向

上
す

る

②
研

修
を

修
了

し
た

保
健

庁
行

政
官

の
8
0
％

以
上

が
間

に
地

面
と

の
自

己
評

価
と

第
三

者
評

価
が

向
上

す
る

評
価

項
目

「
2.

　
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

（
ジ

ェ
リ

コ
県

と
ラ

マ
ラ

の
一

部
）
に

お
い

て
、

よ
り

多
く
の

女
性

と
子

供
が

改
善

さ
れ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

。
」

1-
3 

 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況

母
子

健
康

手
帳

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

試
験

的
導

入
は

成
功

裏
に

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
実

験
的

な
側

面
を

考
慮

す
る

と
、

母
子

保
健

分
野

に
お

け
る

効
果

を
測

る
こ

と
は

時
期

尚
早

で
あ

る
。

し
か

し
、

母
子

健
康

手
帳

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

側
に

好
評

を
持

っ
て

受
け

入
れ

ら
れ

て
お

り
、

同
手

帳
を

軸
に

し
て

、
行

政
側

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
－

側
の

能
力

向
上

、
両

者
の

関
係

性
の

向
上

等
に

よ
り

、
包

括
的

な
母

子
保

健
の

改
善

が
な

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

更
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

に
生

活
環

境
改

善
を

目
的

す
る

他
分

野
の

支
援

と
の

協
力

、
連

携
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
上

位
目

標
の

お
い

て
有

効
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
ラ

マ
ラ

の
1
5
の

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

、
ジ

ェ
リ

コ
の

９
つ

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
、

N
G

O
ク

リ
ニ

ッ
ク

、
そ

し
て

、
U

N
R

W
A

の
３

つ
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

の
成

果
と

し
て

、
母

子
健

康
手

帳
の

導
入

と
活

用
、

母
子

保
健

の
機

材
投

入
及

び
ス

タ
ッ

フ
の

能
力

向
上

に
よ

る
、

包
括

的
な

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

一
方

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

に
対

す
る

啓
発

活
動

及
び

家
庭

訪
問

活
動

の
成

果
と

し
て

、
母

子
保

健
の

重
要

性
に

関
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
住

民
の

意
識

が
向

上
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

こ
れ

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

住
民

が
、

行
政

や
保

健
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

と
協

力
し

つ
つ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

内
の

妊
産

婦
及

び
乳

幼
児

の
健

康
に

つ
い

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
全

体
で

気
遣

い
、

ケ
ア

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
に

繋
が

っ
て

い
く
も

の
と

思
わ

れ
る

。

③
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

7
0
％

以
上

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
保

健
庁

の
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
向

上
し

た
と

評
価

す
る

1-
3-

1　
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1：

「
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
に

お
い

て
保

健
庁

の
母

子
保

健
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

が
向

上
す

る
。

」

母
子

保
健

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

図
る

活
動

を
検

討
す

る
に

先
立

っ
て

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
保

健
状

況
の

基
礎

調
査

を
実

施
し

、
当

該
地

区
の

母
子

保
健

、
R

H
の

現
状

、
人

口
及

び
基

礎
保

健
の

デ
ー

タ
収

集
が

行
わ

れ
た

。
ま

た
、

本
邦

研
修

「
母

子
保

健
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
が

実
施

さ
れ

、
研

修
に

参
加

し
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

に
よ

り
、

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た

め
の

行
動

計
画

が
策

定
さ

れ
た

。
（
平

成
1
8
年

2
月

）
　

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

の
人

材
及

び
機

材
の

配
置

、
活

用
状

況
の

調
査

が
な

さ
れ

る
と

共
に

、
「
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
開

催
さ

れ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

に
よ

っ
て

、
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

の
課

題
が

検
討

、
整

理
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

に
必

要
な

資
機

材
リ

ス
ト

、
母

子
保

健
行

政
サ

ー
ビ

ス
・
ス

タ
ッ

フ
の

能
力

開
発

を
行

う
現

地
国

内
研

修
リ

ス
ト

が
作

成
さ

れ
た

。
（
平

成
1
8
年

1
1

月
）
　

要
請

さ
れ

た
資

機
材

に
つ

い
て

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
に

対
す

る
も

の
は

、
平

成
1
9
年

3
月

に
供

与
さ

れ
た

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
ジ

ェ
リ

コ
県

北
部

の
ジ

フ
ト

リ
ッ

ク
に

お
い

て
、

J
IC

A
帰

国
研

修
員

が
保

健
庁

と
協

力
し

て
行

っ
た

「
無

料
診

断
デ

イ
」
の

開
催

に
お

い
て

、
そ

の
実

施
経

費
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
負

担
し

た
。

（
平

成
1
9
年

3
月

）
　

同
イ

ベ
ン

ト
は

、
U

N
R

W
A

、
N

G
O

等
も

参
加

し
て

開
催

さ
れ

、
医

師
や

看
護

師
に

よ
る

無
料

の
検

診
と

医
薬

品
の

提
供

、
家

庭
訪

問
員

に
よ

る
保

健
情

報
の

提
供

、
ま

た
、

サ
ン

プ
ル

の
母

子
健

康
手

帳
の

配
布

等
が

行
わ

れ
た

。
同

イ
ベ

ン
ト

に
は

、
近

隣
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
よ

り
、

1
,0

0
0
名

以
上

が
参

加
し

た
。

評
価

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

／
指

標

 1
-1

 上
位

目
標

の
達

成
（
予

測
）

「
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
女

性
と

子
供

の
健

康
が

改
善

さ
れ

る
」
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①
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

M
C

H
／

P
H

C
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

新
し

い
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

訓
練

を
終

了
し

た
従

事
者

が
増

加
す

る

②
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
の

７
０

％
（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
全

て
）

の
M

C
H

/
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
母

子
保

健
、

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

理
解

す
る

③
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
の

７
０

％
（
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
9
0
％

以
上

）
の

M
C

H
／

P
H

C
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

新
し

い
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

則
っ

た
母

子
保

健
・
R

H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る

④
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
７

０
％

以
上

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
利

用
者

の
満

足
度

が
向

上
す

る

⑤
７

０
％

以
上

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

の
医

療
従

事
者

の
満

足
度

が
増

加
す

る

①
母

子
健

康
手

帳
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

9
0
％

以
上

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

等
に

配
布

さ
れ

る

②
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
診

療
を

受
け

る
全

て
の

妊
産

婦
が

母
子

健
康

手
帳

を
活

用
す

る

③
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
て

、
母

子
保

健
健

康
手

帳
の

効
果

に
関

す
る

評
価

報
告

書
が

出
来

る

④
母

子
保

健
健

康
手

帳
を

全
国

展
開

す
る

た
め

の
戦

略
が

策
定

さ
れ

る

⑤
母

子
保

健
健

康
手

帳
が

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
区

全
域

の
5
0
％

以
上

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

で
配

布
さ

れ
る

①
啓

発
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

者
（
1
8
歳

以
上

の
男

性
）

が
延

べ
2
,0

0
0
以

上
と

な
る

②
R

H
、

子
供

の
健

康
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

関
す

る
知

識
と

態
度

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

の
８

０
％

の
男

性
に

お
い

て
向

上
す

る

③
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

既
婚

男
性

の
５

０
％

が
、

R
H

と
子

供
の

健
康

に
つ

い
て

配
偶

者
と

話
し

合
う

よ
う

に
な

る

④
家

庭
訪

問
に

よ
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

受
け

た
女

性
と

子
供

の
延

べ
人

数

パ
レ

ス
チ

ナ
の

保
健

分
野

関
係

者
に

対
す

る
母

子
健

康
手

帳
に

係
る

様
々

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

じ
て

、
保

健
庁

担
当

者
（
1
2
名

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
日

本
人

専
門

家
（
2
名

）
、

U
N

IC
E
F
担

当
者

（
2

名
）
か

ら
な

る
母

子
健

康
手

帳
作

業
委

員
会

（
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

）
が

設
立

さ
れ

た
。

（
平

成
1
7
年

9
月

）
　

同
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

は
、

ド
ラ

フ
ト

の
健

康
手

帳
と

、
今

後
の

作
業

計
画

を
策

定
し

た
。

ま
た

、
U

N
R

W
A

は
、

ジ
ェ

リ
コ

内
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

で
の

同
手

帳
の

配
布

を
検

討
す

る
こ

と
と

な
り

、
同

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
に

参
加

を
表

明
し

た
。

更
に

、
ラ

マ
ラ

で
開

催
し

た
パ

レ
ス

チ
ナ

で
活

動
す

る
保

健
分

野
関

係
者

を
対

象
と

し
た

啓
発

広
報

セ
ミ

ナ
ー

（
5
0
名

参
加

）
に

お
い

て
、

パ
レ

ス
チ

ナ
医

師
会

よ
り

支
持

が
得

ら
れ

た
。

（
平

成
1
7
年

1
0
月

）
　

ド
ラ

フ
ト

の
母

子
健

康
手

帳
が

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
に

よ
っ

て
完

成
し

、
本

邦
研

修
「
母

子
健

康
手

帳
の

作
成

と
効

果
的

運
用

」
に

お
い

て
最

終
的

な
検

証
が

行
わ

れ
た

。
（
平

成
1
8
年

2
月

）
　

こ
の

結
果

を
元

に
、

先
ず

、
プ

リ
・
テ

ス
ト

版
と

し
て

、
3
0
0
部

の
手

帳
が

印
刷

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
配

布
さ

れ
た

。
（
平

成
1
8
年

5
月

）
　

プ
リ

･テ
ス

ト
で

は
4
7
名

の
医

療
従

事
者

と
5
8
名

の
母

親
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
が

実
施

さ
れ

、
手

帳
の

内
容

を
検

証
し

た
。

そ
の

結
果

を
元

に
、

母
子

健
康

手
帳

が
改

訂
さ

れ
、

4
,5

0
0
部

が
印

刷
さ

れ
た

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

ラ
マ

ラ
の

1
5
の

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

、
ジ

ェ
リ

コ
の

９
つ

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
、

N
G

O
ク

リ
ニ

ッ
ク

、
U

N
R

W
A

の
３

つ
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

で
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
テ

ス
ト

版
の

母
子

健
康

手
帳

の
配

布
が

開
始

さ
れ

た
。

同
時

に
、

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

に
勤

務
す

る
5
0
名

の
医

師
や

看
護

師
等

の
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

て
、

手
帳

の
活

用
に

関
す

る
研

修
を

実
施

さ
れ

た
。

（
平

成
1
8
年

8
月

）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

母
子

健
康

手
帳

の
配

布
と

活
用

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
す

る
た

め
に

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

に
よ

っ
て

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
・
シ

ー
ト

（
医

療
機

関
、

患
者

用
）
、

月
刊

報
告

書
様

式
（
看

護
師

用
）
が

策
定

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
に

来
訪

し
た

2
3
0
名

の
妊

産
婦

及
び

母
親

及
び

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
外

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
に

来
訪

し
た

1
1
0
名

の
妊

産
婦

及
び

母
親

に
対

し
て

、
K
A

P
調

査
と

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

満
足

度
調

査
が

実
施

さ
れ

た
。

（
平

成
1
8
年

1
1
月

―
平

成
1
9
年

1
月

）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
同

手
帳

の
活

用
状

況
と

導
入

効
果

を
包

括
的

に
検

証
す

る
パ

イ
ロ

ッ
ト

・
テ

ス
ト

を
平

成
1
9
年

1
月

よ
り

3
ヶ

月
間

の
期

間
で

実
施

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

ス
ト

ラ
イ

キ
の

影
響

で
延

期
さ

れ
た

。
ま

た
、

母
子

健
康

手
帳

の
広

報
と

し
て

、
ジ

ェ
リ

コ
の

国
道

沿
い

に
看

板
の

設
置

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ロ
ゴ

入
り

グ
ッ

ズ
（
文

房
具

等
）
の

作
成

、
ジ

フ
ト

リ
ッ

ク
で

開
催

さ
れ

た
「
無

料
診

断
デ

イ
」
に

お
け

る
同

手
帳

の
配

布
が

行
わ

れ
た

。
ま

た
、

今
後

、
保

健
医

療
従

事
者

の
育

成
機

関
に

お
け

る
同

手
帳

の
導

入
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
独

自
の

「
母

子
健

康
手

帳
」
を

、
自

治
区

全
域

で
活

用
す

る
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

、
先

ず
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
版

の
手

帳
が

作
成

さ
れ

、
そ

の
配

布
と

使
用

方
法

等
を

記
載

し
た

「
配

布
・
活

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
又

は
技

術
仕

様
書

）
」
が

作
成

さ
れ

た
。

（
平

成
1
8
年

6
月

）
　

そ
の

後
、

本
邦

研
修

に
先

立
っ

て
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
中

心
と

な
り

、
既

存
の

産
前

ケ
ア

、
産

後
ケ

ア
、

母
乳

指
導

等
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
、

母
子

手
帳

の
配

布
・
活

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
纏

め
て

、
ド

ラ
フ

ト
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
作

成
さ

れ
た

。
（
平

成
1
9
年

2
月

）
　

本
邦

研
修

「
母

子
健

康
手

帳
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
が

実
施

さ
れ

、
ド

ラ
フ

ト
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
検

証
が

行
わ

れ
、

成
果

と
し

て
、

「
母

子
健

康
手

帳
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
及

び
「
全

国
普

及
戦

略
」
が

完
成

し
た

。
（
平

成
1
9
年

3
月

）
同

研
修

の
終

了
前

に
、

テ
レ

ビ
会

議
に

お
い

て
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

母
子

健
康

手
帳

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
の

メ
ン

バ
ー

で
あ

る
保

健
庁

、
U

N
IC

E
F
、

U
N

R
W

A
、

U
N

F
P

A
や

、
国

家
健

康
教

育
・
健

康
増

進
委

員
会

の
関

係
者

に
よ

っ
て

、
完

成
し

た
同

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
普

及
戦

略
に

つ
い

て
話

し
合

い
が

行
わ

れ
、

そ
の

内
容

に
関

し
て

、
合

意
し

た
。

同
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
は

、
保

健
庁

副
大

臣
の

公
式

な
序

文
が

付
与

さ
れ

た
上

で
、

同
庁

で
正

式
採

用
さ

れ
る

予
定

。
一

方
、

U
N

R
W

A
は

、
当

初
よ

り
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
に

強
い

関
心

を
示

し
て

お
り

、
本

邦
研

修
に

2
名

の
保

健
医

療
関

係
者

が
参

加
す

る
と

共
に

、
今

後
、

西
岸

に
あ

る
３

つ
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

に
お

い
て

、
住

民
に

配
布

し
て

い
た

既
存

の
三

種
類

の
健

康
カ

ー
ド

を
、

母
子

健
康

手
帳

に
よ

っ
て

全
て

置
き

換
え

る
予

定
。

パ
レ

ス
チ

ナ
の

西
岸

で
活

動
す

る
家

庭
訪

問
員

と
看

護
師

を
対

象
に

し
て

、
ジ

ョ
ル

ダ
ン

で
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

技
術

を
習

得
す

る
た

め
の

技
術

交
換

研
修

「
家

庭
訪

問
員

研
修

」
が

実
施

さ
れ

た
。

成
果

と
し

て
、

家
庭

訪
問

時
の

有
効

な
ツ

ー
ル

と
し

て
、

視
覚

的
教

材
の

導
入

が
図

ら
れ

た
。

一
方

、
同

研
修

実
施

後
の

家
庭

訪
問

員
の

活
動

状
況

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
研

修
効

果
の

確
認

が
出

来
な

い
状

況
で

あ
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
へ

の
啓

発
活

動
を

委
託

す
る

現
地

N
G

O
に

対
す

る
業

務
指

示
書

が
作

成
さ

れ
、

現
地

N
G

O
で

あ
る

パ
レ

ス
チ

ナ
医

療
支

援
協

会
（
P

al
e
st

in
ia

n
 M

e
di

c
al

R
e
lie

f 
S
o
c
ie

ty
: P

M
R

S
）
へ

の
契

約
が

行
わ

れ
た

。
（
平

成
1
9
年

1
月

）
　

そ
の

後
、

同
P

M
R

S
は

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
を

通
じ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
へ

の
啓

発
活

動
を

開
始

し
た

。

1-
3-

4 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
４

：

「
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

住
民

男
女

に
お

い
て

、
R

H
、

子
供

の
健

康
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

に
関

す
る

意
識

、
行

動
の

変
化

が
起

こ
る

。
」

1-
3-

3 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
３

：
「
母

子
健

康
手

帳
が

作
成

さ
れ

、
１

）
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

、
ま

た
後

に
２

）
パ

レ
ス

チ
ナ

全
域

で
活

用
さ

れ
る

。
」

1-
3-

2 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
２

：

「
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
の

M
C

H
／

P
H

C
セ

ン
タ

ー

に
お

い
て

、
母

子
健

康
手

帳
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
則

っ

た
母

子
保

健
・

R
H
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
。

」

－114－



⑤
R

H
と

子
供

の
健

康
に

関
す

る
知

識
と

態
度

が
家

庭
訪

問
先

の
対

象
女

性
の

８
０

％
に

お
い

て
向

上
す

る

⑥
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
M

C
H

／
P

H
C

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
妊

娠
1
2
週

以
前

に
産

前
検

診
を

受
け

る
女

性
が

全
出

生
数

の
８

０
％

に
増

加
す

る

⑦
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

、
出

産
後

に
母

子
が

医
療

機
関

に
滞

在
す

る
平

均
日

数
が

５
０

％
延

長
す

る

⑧
家

庭
訪

問
先

の
女

性
の

７
０

％
が

、
R

H
と

子
供

の
健

康
に

つ
い

て
配

偶
者

と
話

し
合

う
よ

う
に

な
る

①
文

書
化

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
・
教

訓
等

が
関

係
省

庁
と

主
要

な
地

方
自

治
体

、
他

援
助

機
関

に
共

有
さ

れ
、

数
件

の
事

業
に

お
い

て
成

果
・
教

訓
が

反
映

さ
れ

る

②
最

終
報

告
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

実
績

1-
4 

 投
入

実
績

日
本

側
投

入
①

長
期

及
び

短
期

専
門

家
派

遣
状

況
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
当

初
、

治
安

上
の

理
由

か
ら

現
地

に
滞

在
す

る
長

期
専

門
家

の
配

置
は

計
画

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

が
、

現
地

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

お
い

て
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

側
と

の
連

絡
と

調
整

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

金
の

経
理

等
を

恒
常

的
に

行
う

必
要

性
が

生
じ

た
た

め
、

平
成

１
９

年
１

月
よ

り
、

「
業

務
調

整
」
の

専
門

家
を

１
名

（
１

９
M

M
）
派

遣
し

て
い

る
。

ま
た

、
短

期
専

門
家

は
必

要
性

に
応

じ
て

シ
ャ

ト
ル

型
で

派
遣

す
る

方
式

を
実

施
し

、
こ

れ
ま

で
に

、
「
チ

ー
フ

･ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
、

「
母

子
健

康
手

帳
」
、

「
母

子
保

健
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
、

「
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
、

「
母

子
健

康
手

帳
作

成
・
普

及
」
の

5
名

（
計

9
回

及
び

計
6
.5

M
M

）
が

派
遣

さ
れ

た
。

②
現

地
業

務
費

支
出

状
況

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

機
関

で
あ

る
保

健
庁

に
対

し
て

、
平

成
1
7
年

度
は

行
政

能
力

向
上

に
資

す
る

事
務

機
器

を
中

心
と

し
た

機
材

が
供

与
さ

れ
た

。
ま

た
、

平
成

1
8
年

度
は

各
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
の

強
化

を
目

的
と

し
て

、
医

療
機

器
及

び
乗

用
車

等
が

供
与

さ
れ

た
 。

供
与

額
は

、
夫

々
、

平
成

1
7
年

度
が

1
,9

2
1
千

円
、

平
成

1
8
年

度
は

2
1
,6

5
9
千

円
相

当
で

あ
る

。

③
資

機
材

導
入

状
況

現
地

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
際

し
て

支
出

さ
れ

た
在

外
事

業
強

化
費

の
各

年
度

の
支

出
は

、
平

成
1
7
年

度
は

1
5
,5

3
4
千

円
（
実

績
額

）
、

平
成

1
8
年

度
は

1
0
,5

7
9
千

円
（
予

算
額

）
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

支
出

は
、

研
修

事
業

（
技

術
交

換
研

修
）
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
を

目
的

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

に
支

出
さ

れ
た

。

④
本

邦
研

修
受

け
入

れ
状

況
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

対
す

る
本

邦
研

修
は

、
平

成
1
7
年

度
は

「
母

子
保

健
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
及

び
「
母

子
健

康
手

帳
の

作
成

と
効

果
的

運
用

」
の

2
つ

の
コ

ー
ス

が
実

施
さ

れ
、

計
1
3
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
平

成
1
8
年

度
は

「
母

子
健

康
手

帳
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」
コ

ー
ス

が
実

施
さ

れ
、

計
1
1
名

が
参

加
し

た
。

パ
レ

ス
チ

ナ
側

投
入

①
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

、
ス

タ
ッ

フ
の

提
供

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

機
関

で
あ

る
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

政
府

の
保

健
庁

に
お

い
て

、
西

岸
の

本
局

及
び

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

ラ
マ

ラ
及

び
ジ

ェ
リ

コ
の

母
子

保
健

関
係

者
よ

り
2
0
名

が
選

出
さ

れ
て

い
る

。

②
実

施
コ

ス
ト

負
担

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
開

始
後

、
現

在
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
用

の
執

務
室

等
は

特
に

提
供

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
今

後
の

円
滑

な
活

動
を

促
進

す
る

た
め

、
保

健
庁

の
西

岸
本

局
が

所
在

す
る

ラ
マ

ラ
の

中
央

公
共

保
健

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

の
中

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
の

執
務

室
が

提
供

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
ま

た
、

同
様

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
乗

用
車

が
供

与
さ

れ
る

こ
と

に
相

俟
っ

て
同

ラ
ボ

に
お

け
る

専
用

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

と
運

転
手

1
名

が
配

属
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

2
. 実

施
プ

ロ
セ

ス
2-

1 
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

適
正

度
計

画
に

対
す

る
活

動
の

実
施

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

時
か

ら
実

施
に

お
け

る
ポ

イ
ン

ト
及

び
考

慮
事

項
紛

争
地

域
で

あ
る

と
い

う
ハ

ン
デ

を
考

慮
し

て
も

、
順

調
に

活
動

が
実

施
さ

れ
て

き
た

と
言

え
る

。
一

方
、

平
成

1
8
年

9
月

よ
り

平
成

1
9
年

1
月

ま
で

発
生

し
て

公
共

部
門

の
ス

ト
ラ

イ
キ

の
影

響
で

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
機

関
及

び
ス

タ
ッ

フ
の

勤
務

時
間

の
大

幅
に

縮
減

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
影

響
を

免
れ

る
こ

と
は

困
難

で
あ

っ
た

。
特

に
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
母

子
健

康
手

帳
の

配
布

や
パ

イ
ロ

ッ
ト

・
テ

ス
ト

の
実

施
な

ど
は

活
動

そ
の

も
の

が
停

滞
せ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

。
一

方
、

当
初

の
予

定
に

無
か

っ
た

業
務

調
整

を
担

う
長

期
専

門
家

の
派

遣
が

可
能

と
な

っ
た

こ
と

や
、

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

へ
の

機
材

供
与

が
行

わ
れ

、
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
の

開
設

が
予

定
さ

れ
る

な
ど

、
今

後
の

活
動

の
展

開
が

大
き

く
期

待
が

出
来

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
日

本
人

専
門

家
及

び
J
IC

A
事

務
所

に
よ

る
合

同
調

整
委

員
会

が
、

年
一

回
、

開
催

さ
れ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
状

況
の

確
認

、
情

報
の

共
有

、
課

題
の

検
討

が
行

わ
れ

た
。

（
第

1
回

・
平

成
1
7
年

1
0
月

、
第

2
回

・
平

成
1
8
年

1
1
月

）
　

ま
た

、
ジ

ェ
リ

コ
に

て
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

保
健

分
野

の
関

係
者

に
対

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

間
報

告
セ

ミ
ナ

ー
が

開
催

さ
れ

、
保

健
庁

、
パ

レ
ス

チ
ナ

医
師

会
、

他
援

助
機

関
、

N
G

O
等

の
関

係
者

で
あ

る
約

7
0
名

が
参

加
し

た
。

（
平

成
1
9
年

1
月

）
一

方
、

ガ
ザ

地
区

に
お

け
る

活
動

の
展

開
準

備
と

情
報

の
共

有
を

目
的

と
し

て
、

J
IC

A
-
N

e
tを

利
用

し
た

二
日

間
の

テ
レ

ビ
会

議
セ

ミ
ナ

ー
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

て
い

た
が

、
ス

ト
ラ

イ
キ

の
影

響
に

よ
り

延
期

さ
れ

た
。

（
平

成
1
8
年

1
0
月

）
　

同
セ

ミ
ナ

ー
は

、
平

成
1
9
年

度
中

に
実

施
す

る
た

め
に

、
現

在
、

調
整

が
な

さ
れ

て
い

る
。

1-
3-

5 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
５

：
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

・
教

訓
が

、
関

係
省

庁
、

地
方

自
治

体
、

他
援

助
機

関
や

住
民

等
と

全
国

レ
ベ

ル
で

共
有

さ
れ

る
。

」
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活
動

に
お

け
る

日
本

側
専

門
家

の
活

動
や

技
術

移
転

の
適

切
度

パ
レ

ス
チ

ナ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

、
関

係
者

の
能

力
改

善
状

況

実
施

機
関

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

認
識

の
高

さ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

関
与

度
合

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
お

け
る

実
施

機
関

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

参
加

度
合

い
、

貢
献

度

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
活

動
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

の
意

識
や

参
加

度
合

い
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
活

動
実

施
に

お
け

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

や
関

係
組

織
の

参
加

及
び

協
力

状
況

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
及

び
同

地
区

の
U

N
R

W
A

キ
ャ

ン
プ

に
お

い
て

、
母

子
健

康
手

帳
は

妊
産

婦
、

乳
幼

児
を

持
つ

母
親

に
好

意
的

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

。
彼

女
達

は
、

手
帳

の
配

布
に

よ
り

、
検

診
記

録
や

必
要

な
健

康
情

報
、

健
康

教
育

の
知

識
を

獲
得

し
、

家
族

の
健

康
維

持
に

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

取
る

な
ど

の
変

化
を

見
せ

て
い

る
。

ま
た

、
ジ

フ
ト

リ
ッ

ク
で

開
催

さ
れ

た
無

償
診

断
デ

イ
で

は
近

隣
住

民
1
,0

0
0
人

近
く
が

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

た
。

2
‐
2
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
の

機
能

状
況

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
築

状
況

と
機

能
保

健
庁

ス
タ

ッ
フ

と
日

本
人

専
門

家
を

中
心

と
し

て
母

子
健

康
手

帳
導

入
の

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
が

結
成

さ
れ

て
い

る
。

同
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

は
、

健
康

手
帳

の
導

入
と

活
用

状
況

に
つ

い
て

監
督

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
年

一
回

開
催

さ
れ

る
合

同
調

整
委

員
会

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
進

捗
確

認
の

ほ
か

、
ジ

ェ
リ

コ
に

て
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

保
健

分
野

の
関

係
者

に
対

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

間
報

告
セ

ミ
ナ

ー
が

開
催

さ
れ

、
保

健
庁

、
パ

レ
ス

チ
ナ

医
師

会
、

他
援

助
機

関
、

N
G

O
等

の
関

係
者

で
あ

る
約

7
0
名

が
参

加
し

た
。

（
平

成
1
9
年

1
月

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

係
る

日
パ

間
の

意
思

疎
通

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
お

け
る

日
本

人
専

門
家

と
パ

レ
ス

チ
ナ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

状
況

日
本

人
専

門
家

及
び

パ
レ

ス
チ

ナ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
関

係
性

に
つ

い
て

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

開
始

以
後

の
信

頼
感

の
醸

成
も

相
俟

っ
て

、
非

常
に

良
好

と
い

え
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
お

け
る

意
思

決
定

に
係

る
課

題
合

同
調

整
員

会
開

催
状

況
日

本
人

専
門

家
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

よ
る

、
合

同
調

整
会

議
が

年
一

回
開

催
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
の

確
認

、
重

要
事

項
の

検
討

、
活

動
計

画
の

策
定

が
行

わ
れ

て
い

る
。

2
-
3
 そ

の
他

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
上

で
生

じ
て

い
る

問
題

等
外

部
要

因
、

及
び

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画
時

に
予

期
し

て
い

な
い

状
況

の
発

生
平

成
1
8
年

9
月

よ
り

平
成

1
9
年

1
月

ま
で

、
パ

レ
ス

チ
ナ

の
公

共
部

門
に

お
い

て
、

政
府

の
給

与
未

払
い

抗
議

す
る

ス
ト

ラ
イ

キ
が

発
生

し
た

こ
と

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

の
業

務
機

関
が

大
き

く
制

限
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

そ
の

も
の

が
停

滞
し

た
。

紛
争

地
に

お
け

る
時

間
的

、
物

理
的

な
様

々
な

制
約

の
中

で
、

日
本

側
投

入
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
投

入
共

に
、

十
分

に
活

用
さ

れ
て

き
た

。
日

本
側

の
投

入
に

つ
い

て
、

短
期

専
門

家
の

シ
ャ

ト
ル

型
派

遣
に

よ
る

少
な

い
活

動
期

間
に

も
関

ら
ず

、
本

邦
研

修
の

機
会

を
十

分
に

生
か

し
つ

つ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

側
の

持
つ

力
量

を
十

分
に

引
き

出
す

こ
と

に
成

功
し

て
き

た
。

ま
た

、
パ

レ
ス

チ
ナ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

、
各

々
の

本
邦

研
修

で
は

明
確

な
成

果
を

出
し

つ
つ

、
ス

ト
ラ

イ
キ

下
で

も
無

給
で

業
務

を
行

う
等

、
使

命
感

を
持

っ
て

活
動

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
日

本
人

専
門

家
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

関
係

性
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
開

始
以

後
の

信
頼

感
の

醸
成

も
相

俟
っ

て
、

非
常

に
良

好
と

い
え

る
。

ま
た

、
上

述
の

通
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
取

組
み

は
熱

心
で

あ
り

、
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

意
識

は
高

い
。
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「
パ

レ
ス

チ
ナ

母
子

保
健

に
焦

点
を

当
て

た
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
評

価
調

査
　

評
価

グ
リ

ッ
ド

結
果

B．
評

価
5項

目
の

分
析

大
項

目
小

項
目

3-
1-

1 
上

位
目

標
は

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
政

策
と

合
致

し
て

い
る

か

パ
レ

ス
チ

ナ
の

自
治

政
府

政
策

、
計

画
、

法
令

と
の

一
致

3‐
1‐

2　
上

位
目

標
は

パ
レ

ス
チ

ナ
の

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

パ
レ

ス
チ

ナ
の

住
民

の
ニ

ー
ズ

、
そ

の
開

発
方

法
と

の
一

致

3
‐
2
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
適

格
性

3‐
2‐

1　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

パ
レ

ス
チ

ナ
側

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

パ
レ

ス
チ

ナ
側

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
て

い
る

か

3‐
2‐

2　
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

活
動

は
パ

レ
ス

チ
ナ

側
ニ

ー
ズ

と
合

致
し

て
い

る
か

パ
レ

ス
チ

ナ
側

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
て

い
る

か

3‐
3‐

1　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

日
本

の
政

府
開

発
援

助
及

び

JI
C

A
の

実
施

方
針

と
合

致
し

て
い

る
か

日
本

の
政

府
開

発
援

助
政

策
及

び
J
IC

A
の

援
助

実
施

計
画

と
合

致
し

て
い

る
か

3-
3-

2　
日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
あ

る
の

か
母

子
保

健
分

野
に

お
け

る
他

ド
ナ

ー
が

実
施

す
る

事
業

と
の

比
較

3
‐
4
‐
1
　

上
位

目
標

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

、
活

動
の

関
係

性
は

適
切

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

時
と

現
状

の
実

績
の

比
較

母
子

健
康

手
帳

の
導

入
を

軸
と

し
て

、
パ

レ
ス

チ
ナ

の
公

共
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

を
、

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

等
の

行
政

側
の

能
力

向
上

と
共

に
、

サ
ー

ビ
ス

の
受

け
て

で
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
側

へ
の

啓
発

活
動

を
通

じ
て

行
う

こ
と

に
よ

り
、

包
括

的
な

母
子

保
健

の
状

況
を

改
善

す
る

こ
と

を
図

っ
て

い
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

重
点

的
な

活
動

の
経

験
を

パ
レ

ス
チ

ナ
全

土
に

拡
充

す
る

こ
と

で
、

最
終

的
な

乳
幼

児
死

亡
率

や
妊

産
婦

死
亡

率
等

の
改

善
を

行
う

デ
ザ

イ
ン

と
な

っ
て

い
る

。
現

在
、

母
子

健
康

手
帳

の
導

入
は

、
ス

ト
ラ

イ
キ

等
の

影
響

も
含

め
て

順
調

に
行

わ
れ

て
お

り
、

今
後

の
他

の
活

動
と

の
相

乗
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

3
‐
4
‐
2
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
地

域
及

び
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
時

と
現

状
の

実
績

の
比

較
イ

ス
ラ

エ
ル

側
の

制
限

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
は

ラ
マ

ラ
と

ジ
ェ

リ
コ

に
限

定
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、

ラ
マ

ラ
は

パ
レ

ス
チ

ナ
西

岸
側

の
首

都
で

あ
り

、
ジ

ェ
リ

コ
は

ヨ
ル

ダ
ン

渓
谷

の
中

心
都

市
で

あ
る

。
両

市
は

、
平

和
で

地
域

社
会

も
安

定
し

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

と
し

て
最

適
で

あ
る

。

4．
有

効
性

（
予

測
）

（
斜

体
字

に
つ

い
て

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

の
項

参
照

）

4
‐
1
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
4-

1-
1　

投
入

、
活

動
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

績
の

状
況

を
鑑

み
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

見
込

み
は

あ
る

の
か

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
導

入
し

た
中

東
地

域
で

は
初

の
母

子
健

康
手

帳
は

、
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

側
で

あ
る

保
健

医
療

機
関

及
び

ス
タ

ッ
フ

と
、

サ
ー

ビ
ス

の
受

け
て

で
あ

る
女

性
た

ち
の

間
で

、
妊

娠
と

出
産

時
の

女
性

の
健

康
や

、
乳

幼
児

の
健

康
に

係
る

情
報

と
責

任
の

共
有

を
果

た
す

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
現

在
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

U
N

R
W

A
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

も
含

め
、

同
手

帳
を

配
布

さ
れ

た
母

親
や

妊
産

婦
の

間
で

は
好

評
を

持
っ

て
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
容

易
に

推
察

で
き

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
業

務
調

整
長

期
専

門
家

の
配

置
と

今
後

の
保

健
庁

の
中

央
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
内

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

設
置

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
へ

の
医

療
機

材
等

の
供

与
、

N
G

O
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
へ

の
啓

発
活

動
及

び
家

庭
訪

問
員

に
よ

る
家

庭
訪

問
活

動
開

始
、

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

の
業

務
改

善
を

中
心

と
し

た
研

修
事

業
の

実
施

等
に

よ
り

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

活
動

が
本

格
化

す
る

。
そ

の
た

め
、

今
後

、
同

地
区

に
お

け
る

母
子

健
康

手
帳

の
活

用
を

軸
に

し
た

包
括

的
な

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
と

そ
の

環
境

の
改

善
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

評
価

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
指

標
評

価
設

問

3
‐
1
　

上
位

目
標

と
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

政
府

政
策

と
の

整
合

性

3
. 
妥

当
性

3‐
4　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

の
適

切
性

評
価

結
果

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
は

、
平

成
1
7
年

1
2
月

に
、

2
0
0
6
年

か
ら

2
0
0
8
年

の
3
ヵ

年
の

中
期

目
標

を
策

定
し

、
重

点
課

題
と

し
て

、
１

）
保

健
財

政
と

健
康

保
険

の
見

直
し

、
２

）
保

健
分

野
全

体
を

統
合

し
た

保
健

政
策

、
保

健
戦

略
の

策
定

強
化

、
３

）
P

H
C

と
公

的
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

優
先

し
た

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
、

４
）
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

質
的

向
上

、
５

）
保

健
医

療
に

関
る

人
材

育
成

を
掲

げ
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
上

位
目

標
「
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
（
西

岸
地

区
と

ガ
ザ

）
に

お
け

る
女

性
と

乳
幼

児
の

健
康

が
改

善
さ

れ
る

」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

目
標

と
す

る
パ

レ
ス

チ
ナ

自
治

区
全

域
に

お
け

る
母

子
保

健
・
Ｒ

Ｈ
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
通

し
て

実
現

を
求

め
る

も
の

で
あ

り
、

上
記

の
重

点
課

題
の

中
で

、
３

）
と

内
容

が
合

致
し

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

を
通

じ
て

、
母

子
保

健
分

野
に

つ
い

て
の

人
材

育
成

と
質

的
向

上
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

上
記

課
題

の
４

）
及

び
５

）
の

達
成

に
貢

献
す

る
も

の
と

言
え

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
側

で
は

、
特

に
妊

産
婦

や
乳

幼
児

を
持

つ
母

親
に

と
っ

て
、

こ
れ

ま
で

は
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
・
セ

ン
タ

ー
等

よ
り

供
給

さ
れ

る
だ

け
で

あ
っ

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
や

治
療

情
報

を
、

母
子

健
康

手
帳

に
取

得
に

よ
っ

て
母

子
の

健
康

状
態

を
自

ら
管

理
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
そ

の
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
母

子
健

康
手

帳
の

導
入

は
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
て

い
る

。

日
本

政
府

は
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

和
平

を
支

援
す

る
た

め
、

政
府

開
発

援
助

の
中

で
ヨ

ル
ダ

ン
川

流
域

の
総

合
開

発
を

行
う

「
平

和
と

繁
栄

の
回

廊
」
を

推
進

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

JI
C

A
は

ヨ
ル

ダ
ン

川
西

岸
の

中
核

都
市

で
あ

る
ジ

ェ
リ

コ
を

基
点

と
し

た
「
ジ

ェ
リ

コ
地

域
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
い

て
い

る
。

同
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
・
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
と

信
頼

醸
成

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
軸

に
、

行
政

機
構

と
社

会
開

発
、

農
業

と
流

通
、

観
光

と
都

市
開

発
の

サ
ブ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
構

成
さ

れ
て

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

行
政

機
構

と
社

会
開

発
を

、
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

の
側

面
か

ら
行

う
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

行
う

母
子

健
康

手
帳

を
通

じ
た

行
政

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

双
方

へ
の

支
援

は
、

情
報

の
共

有
を

促
進

し
、

共
通

の
課

題
に

対
す

る
両

者
の

関
係

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

社
会

の
安

定
に

寄
与

す
る

こ
と

期
待

さ
れ

る
。

3
‐
3
　

日
本

の
政

府
開

発
援

助
と

し
て

の
適

格
性

－117－



4-
1-

2 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
行

わ
れ

て
い

る
投

入
と

活
動

の
成

果
が

、
パ

レ
ス

チ
ナ

の
他

の
地

域
に

拡
大

し
、

パ
レ

ス
チ

ナ
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
状

況
が

改
善

さ
れ

た
結

果
と

し
て

、
最

終
的

に
パ

レ
ス

チ
ナ

の
妊

産
婦

死
亡

率
、

新
生

児
死

亡
率

、
5歳

未
満

時
死

亡
率

等
の

指
標

の
実

質
的

な
低

下
に

結
び

つ
く
ま

で
に

は
、

長
い

プ
ロ

セ
ス

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
時

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
確

実
な

ス
テ

ッ
プ

と
方

向
性

を
示

し
て

い
る

か
ど

う
か

、
ま

た
、

夫
々

の
コ

ン
ポ

ー
ト

ネ
ン

ト
が

ど
の

よ
う

影
響

を
与

え
て

い
た

か
に

つ
い

て
、

十
分

に
検

証
す

る
こ

と
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

4-
2-

1 
 ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

で
あ

る
か

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照
５

つ
の

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
内

に
得

ら
れ

る
予

定
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
十

分
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

4-
2-

2 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

外
部

条
件

は
現

時
点

で
も

正
し

い
か

、
今

後
と

も
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

あ
る

の
か

外
部

条
件

の
変

化
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
部

の
状

況
等

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
に

お
い

て
、

フ
ァ

タ
ハ

と
ハ

マ
ス

の
連

立
政

権
の

成
立

に
よ

り
、

政
治

的
状

況
は

安
定

に
向

か
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
各

ド
ナ

ー
の

支
援

が
再

開
さ

れ
、

公
共

部
門

の
ス

ト
ラ

イ
キ

も
収

束
に

向
か

う
こ

と
が

予
期

さ
れ

る
。

5-
1-

1 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

度
は

適
切

か
（
実

績
と

目
標

と
の

比
較

）
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照

5
‐
1
‐
2
　

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

た
要

因
は

あ
る

の
か

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照

5‐
2　

活
動

の
効

率
性

の
確

保
5-

2-
1　

活
動

は
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

算
出

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

で
あ

っ
た

か
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照

①
日

本
人

専
門

家
の

派
遣

（
人

数
、

時
期

、
分

野
）

②
機

材
の

供
与

　
（

種
類

、
数

量
、

時
期

）

③
本

邦
研

修
受

け
入

れ
状

況
　

（
人

数
、

時
期

、
内

容
/研

修
の

質
）

④
現

地
業

務
活

用
状

況
　

（
国

内
研

修
、

セ
ミ

ナ
ー

/
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

等
）

①
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
等

の
配

置
　

（
人

数
、

時
期

、
分

野
）

②
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
コ

ス
ト

③
提

供
機

材
/
資

材
（

量
及

び
質

）

①
人

材

②
機

材
、

施
設

③
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
コ

ス
ト

5-
3-

4 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

管
理

は
適

切
で

あ
っ

た
か

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照
日

本
人

専
門

家
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

関
係

性
は

良
好

に
保

た
れ

、
年

一
回

開
催

さ
れ

る
J
C

C
で

は
十

分
な

活
動

の
検

証
が

双
方

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
た

と
言

え
る

。

5．
効

率
性

（
斜

体
字

に
つ

い
て

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

の
項

参
照

）

5-
3-

3 
 投

入
は

十
分

に
活

用
さ

れ
た

か

５
-３

　
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

生
産

す
る

た
め

の
投

入
の

適
正

度
（
投

入
時

期
、

投
入

量
及

び
質

）

4‐
2　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
実

施
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

へ
の

貢
献

度

紛
争

地
に

お
け

る
時

間
的

、
物

理
的

な
様

々
な

制
約

の
中

で
、

日
本

側
投

入
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
投

入
共

に
、

十
分

に
活

用
さ

れ
て

き
た

。
日

本
側

の
投

入
に

つ
い

て
、

短
期

専
門

家
の

シ
ャ

ト
ル

型
派

遣
に

よ
る

少
な

い
活

動
期

間
に

も
関

ら
ず

、
本

邦
研

修
の

機
会

を
十

分
に

生
か

し
つ

つ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

側
の

持
つ

力
量

を
十

分
に

引
き

出
す

こ
と

に
成

功
し

て
き

た
。

日
本

人
専

門
家

及
び

パ
レ

ス
チ

ナ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
関

係
性

は
、

日
本

人
専

門
側

の
努

力
も

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
開

始
以

後
の

信
頼

感
の

醸
成

さ
れ

、
非

常
に

良
好

で
あ

り
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

側
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の

取
組

み
は

熱
心

で
あ

り
、

職
業

意
識

及
び

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
意

識
は

高
い

。
こ

れ
ら

の
こ

と
が

短
期

間
の

活
動

に
も

関
わ

ら
ず

、
明

確
な

効
果

の
発

現
に

貢
献

し
て

い
る

。
他

方
、

パ
レ

ス
チ

ナ
で

は
、

国
連

機
関

と
の

連
携

が
重

要
な

意
味

を
持

っ
て

い
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
U

N
IC

E
F、

U
N

R
W

A
と

良
好

な
協

力
関

係
を

築
き

、
活

動
に

お
い

て
有

効
な

連
携

を
行

っ
た

。
日

本
政

府
の

無
償

資
金

を
活

用
し

た
こ

の
協

力
関

係
は

、
母

子
健

康
手

帳
の

印
刷

作
成

や
難

民
キ

ャ
ン

プ
に

お
け

る
導

入
に

お
い

て
効

果
的

で
あ

っ
た

。

5
‐
1
　

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

紛
争

地
に

お
け

る
時

間
的

、
物

理
的

な
様

々
な

制
約

の
中

で
、

日
本

側
投

入
及

び
パ

レ
ス

チ
ナ

側
投

入
は

、
順

調
に

行
わ

れ
、

ま
た

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
き

た
と

言
え

る
。

一
方

、
平

成
18

年
9月

よ

り
平

成
19

年
1 月

ま
で

発
生

し
て

パ
レ

ス
チ

ナ
の

公
共

部
門

の
ス

ト
ラ

イ
キ

の
影

響
に

よ
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
機

関
及

び
ス

タ
ッ

フ
の

勤
務

時
間

が
大

幅
に

削
減

さ
れ

た
。

そ
の

た
め

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

母
子

健
康

手
帳

の
配

布
や

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
テ

ス
ト

の
実

施
な

ど
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

が
停

滞
す

る
等

の
影

響
が

あ
っ

た
。

日
本

側
投

入
の

中
で

専
門

家
派

遣
は

、
短

期
専

門
家

の
シ

ャ
ト

ル
型

派
遣

に
よ

っ
て

主
に

行
わ

れ
て

き
た

。
（
5名

、
計

6.
5M

M
）
ま

た
、

同
短

期
専

門
家

の
活

動
は

、
現

地
に

お
い

て
も

パ
レ

ス
チ

ナ
側

に
常

駐
で

き
な

い
事

情
の

た
め

、
イ

ス
ラ

エ
ル

の
テ

ル
ア

ビ
ブ

側
よ

り
、

い
く
つ

か
の

検
問

所
を

通
り

、
パ

レ
ス

チ
ナ

側
に

通
勤

す
る

業
務

形
態

で
行

わ
れ

た
。

こ
の

よ
う

に
専

門
家

の
現

地
活

動
が

時
間

的
に

大
き

く
制

約
さ

れ
て

い
る

中
で

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

へ
の

技
術

の
供

与
や

情
報

の
共

有
は

、
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
、

効
率

的
に

行
わ

れ
て

き
た

。
ま

た
、

本
邦

研
修

（
計

3回
）
で

は
、

特
に

母
子

健
康

手
帳

作
成

と
同

手
帳

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

整
備

に
つ

い
て

、
事

前
の

準
備

も
相

俟
っ

て
明

確
な

成
果

を
引

き
出

す
こ

と
が

出
来

た
。

一
方

で
、

ジ
ョ

ル
ダ

ン
で

実
施

さ
れ

た
家

庭
訪

問
員

へ
の

研
修

に
つ

い
て

は
、

視
覚

的
教

材
の

導
入

以
外

に
は

確
た

る
成

果
が

な
く
、

か
つ

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

の
動

機
付

け
が

十
分

で
は

な
い

た
め

、
研

修
後

の
家

庭
訪

問
員

の
活

動
状

況
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
な

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
や

現
地

国
内

研
修

が
本

格
的

に
展

開
す

る
際

に
は

、
効

果
の

不
明

な
投

入
の

再
検

討
も

必
要

と
思

わ
れ

る
。

パ
レ

ス
チ

ナ
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

日
本

人
専

門
家

の
多

く
な

い
滞

在
期

間
を

捉
え

、
か

つ
、

本
邦

研
修

で
は

熱
心

に
日

本
の

母
子

保
健

の
経

験
を

吸
収

す
る

こ
と

に
務

め
た

結
果

、
比

較
的

に
短

期
で

パ
レ

ス
チ

ナ
独

自
の

母
子

健
康

手
帳

及
び

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
開

発
と

導
入

を
行

っ
た

。
ま

た
、

現
地

で
は

、
ス

ト
ラ

イ
キ

下
で

も
無

給
で

業
務

を
行

う
等

、
使

命
感

を
持

っ
て

活
動

に
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
継

続
性

に
繋

が
っ

た
。

5-
3-

2 
 パ

レ
ス

チ
ナ

側
投

入
は

適
切

で
あ

っ
た

か

5-
3-

1 
日

本
側

投
入

は
適

切
で

あ
っ

た
か

－118－



6-
1-

1 
 上

位
目

標
は

達
成

見
込

み
か

、
ま

た
、

阻
害

要
因

は
あ

る
の

か
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
」
 参

照
母

子
健

康
手

帳
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
試

験
的

導
入

は
成

功
裏

に
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

実
験

的
な

側
面

を
考

慮
す

る
と

、
母

子
保

健
分

野
に

お
け

る
効

果
を

測
る

こ
と

は
時

期
尚

早
で

あ
る

。
し

か
し

、
母

子
健

康
手

帳
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
側

に
好

評
を

持
っ

て
受

け
入

れ
ら

れ
て

お
り

、
同

手
帳

を
軸

に
し

て
、

行
政

側
の

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

－
側

の
能

力
向

上
、

両
者

の
関

係
性

の
向

上
等

に
よ

り
、

包
括

的
な

母
子

保
健

の
改

善
が

な
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
更

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
に

生
活

環
境

改
善

を
目

的
す

る
他

分
野

の
支

援
と

の
協

力
、

連
携

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

上
位

目
標

の
お

い
て

有
効

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え
る

こ
と

が
出

来
る

。
6-

1-
2 

 上
位

目
標

の
達

成
に

よ
る

パ
レ

ス
チ

ナ
国

へ
の

政
策

的
影

響
は

望
め

る
か

関
連

分
野

に
お

け
る

政
府

計
画

、
等

現
状

で
は

、
上

位
目

標
の

達
成

に
お

け
る

政
策

的
影

響
の

有
無

は
不

明
で

あ
る

。

6-
1-

3 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

る
予

期
し

な
い

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
る

の
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
外

の
予

期
し

な
い

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
イ

ン
パ

ク
ト

①
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

導
入

さ
れ

た
母

子
健

康
手

帳
は

、
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

受
け

て
で

あ
る

妊
産

婦
や

乳
幼

児
を

持
つ

母
親

達
に

、
従

来
、

保
健

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
か

ら
十

分
に

行
わ

れ
て

こ
な

か
っ

た
検

診
記

録
や

保
健

教
育

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
か

ら
、

好
意

的
に

受
け

入
れ

ら
れ

て
い

た
。

ま
た

、
U

N
R

W
A

の
難

民
キ

ャ
ン

プ
で

先
行

的
に

配
布

さ
れ

た
女

性
た

ち
は

、
同

手
帳

を
読

み
、

か
つ

、
夫

等
と

の
情

報
の

共
有

を
積

極
的

に
行

う
等

、
自

身
や

家
族

の
健

康
管

理
を

主
体

的
に

行
う

よ
う

に
な

っ
た

。
同

手
帳

の
導

入
を

き
っ

か
け

と
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
保

健
の

増
進

を
通

じ
た

女
性

た
ち

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
が

向
上

し
て

い
く
可

能
性

を
示

し
て

い
る

。
②

母
子

健
康

手
帳

を
軸

と
し

た
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

側
で

あ
る

政
府

の
保

健
医

療
機

関
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
間

で
の

情
報

の
共

有
と

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

信
頼

の
向

上
に

繋
が

っ
て

い
た

。
こ

の
こ

と
は

、
パ

レ
ス

チ
ナ

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

側
の

政
府

に
対

す
る

信
頼

感
の

醸
成

に
繋

が
り

、
結

果
と

し
て

、
パ

レ
ス

チ
ナ

社
会

の
安

定
に

寄
与

し
て

い
く
も

の
と

思
わ

れ
る

。
③

パ
レ

ス
チ

ナ
自

治
政

府
と

は
別

の
機

構
で

あ
る

U
N

R
W

A
に

お
い

て
、

ジ
ェ

リ
コ

県
内

の
難

民
キ

ャ
ン

プ
で

の
母

子
健

康
手

帳
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
的

な
導

入
に

つ
い

て
、

そ
の

有
効

性
を

評
価

し
た

結
果

、
現

在
、

使
用

し
て

い
る

３
つ

の
保

健
カ

ー
ド

を
統

合
す

る
形

で
、

母
子

健
康

手
帳

に
置

き
換

え
る

こ
と

と
な

っ
た

。
6-

1-
4 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

予
期

し
な

い
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

る
の

か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
外

の
予

期
し

な
い

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
イ

ン
パ

ク
ト

①
母

子
健

康
手

帳
の

導
入

が
、

保
健

庁
の

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

及
び

U
N

R
W

A
の

難
民

キ
ャ

ン
プ

内
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

現
場

の
医

師
、

看
護

師
等

の
業

務
量

の
増

加
を

招
い

て
い

る
懸

念
が

あ
っ

た
。

診
療

に
必

要
な

既
存

の
登

録
様

式
が

簡
略

化
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
に

加
え

、
同

手
帳

の
導

入
に

付
随

す
る

新
た

な
様

式
の

記
入

の
増

加
、

予
防

接
種

カ
ー

ド
の

並
存

が
そ

の
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

②
 N

G
O

が
運

営
す

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

や
、

民
間

医
療

機
関

で
は

、
政

府
機

関
と

異
な

り
、

母
子

健
康

手
帳

を
導

入
し

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、

妊
産

婦
や

乳
幼

児
を

持
つ

母
親

が
、

全
て

の
医

療
機

関
で

標
準

的
な

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

こ
と

が
困

難
と

な
る

。

7-
1-

1 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
効

果
を

持
続

さ
れ

る
政

策
及

び
制

度
は

満
た

さ
れ

る
か

母
子

保
健

に
係

る
現

状
及

び
将

来
的

な
政

策
及

び
制

度
の

動
向

7-
1-
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       Healthy Mother, Healthy Child 
  صحة أفضل للأم والطفل

  مع الترآيز على رعاية الأم والطفل في فلسطينالإنجابيةمشروع تحسين خدمات الصحة 
パレスチナ母子保健に焦点を当てたリプロダクティブヘルス向上プロジェクト 

Project for Improving Reproductive Health 
with a special focus on Maternal and Child Health in Palestine 

(Aug.2005 – July 2008) 
 

UNFPA 、UNICEF、UNRWA との連携による今後の活動予定 

チーフアドバイザー 

萩原 明子 

2007 年 3 月 3１日 

（１）UNICEF（国連児童基金）との連携 

 UNICEF は日本政府からの資金援助（一般無償：3.44 億円；2005 年 6 月より 1 年間、3.74 億円：

2006 年 7 月より 1 年間）の一部を活用し、母子健康手帳の印刷、普及などの活動を実施中である。

JICA プロジェクトでは同手帳作成と普及に関する技術的支援を行っている。 

JICA プロジェクトでは現地及び日本にて母子健康手帳作成・普及にかかる研修、セミナーを実施

するとともに、母子健康手帳ドラフトの作成、内容の検証などを実施し、パイロット地区用の母子手

帳 4500 部を印刷、現在パイロット地区で配布している。（印刷については日本政府の一般無償資金

協力により UNICEF を通した協力。） 

UNICEF との今回の協議では、2007 年 3 月、本邦研修にて作成した母子健康手帳全国普及のた

めの作業計画を元に、母子健康手帳の作成、印刷にかかる作業計画につき再確認した。同作業計

画によると、最終印刷となる 12 万部（パレスチナ全土の妊婦 1 年間分に相当）の印刷は、2007 年 7

月を目標とするが、UNICEF からは妥当性のある理由があれば印刷時期の変更は可能であるので、

母子手帳の内容の再検討には更に時間をかけるべきであるとのコメントを得た。また、パレスチナ保

健セクター全体の総意として手帳を作成することが重要で、そのためにはガザ地区の医療従事者お

よび母親からの意見抽出も急務であるとの指摘を受けた。プロジェクトではガザ地区の保健庁関係

者との協議を行い、同地区での医療従事者や母親の意見も集約した上で、母子健康手帳の最終改

訂を行う予定である。 

プロジェクトから保健庁に対し、計画庁、財務庁との協議を促し、将来的には部分的にでも母子健

康手帳を自主財政により印刷する計画を持つよう働きかけるが、当面の間は実現が難しいものと推

察される。したがって UNCEF には引き続き母子健康手帳の印刷費の支援を依頼したが、それにあ

たって課題となるのは、母子健康手帳の活用現場には接点のない UNICEF にとって、手帳は母子保

健指標のデータ収集ツールであるとの認識が強く、そのため精緻な指標の追加や全 MCH センター

のコンピューターネットワーク化など、情報収集に関心が限定されている点が懸念される。 

 

（２）UNRWA（国連パレスチナ難民救済事業機関）との連携 

 UNRWA では母子健康手帳をジェリコ県の UNRWA 難民キャンプ（3 箇所）で試験的に導入し、その

利便性、実現性につき検証した上で、他の UNRWA 難民キャンプ（ヨルダン、シリア、レバノンのキャ

ンプも含む）への導入を検討する計画である。「ジェリコ難民キャンプにおける母子保健向上計画」に
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は、日本政府からの資金協力（UNRWA 拠出金：約 300 万円；2006 年 6 ヶ月間）を受けている。 

 現在ジェリコ県 UNRWA クリニックでは 2006 年 8 月より７ヶ月間、中断なく母子健康手帳が配布さ

れており、活用のためのノウハウも蓄積されている。これらのノウハウは UNRWA から保健庁に提供

されることもある。また、UNRWA からの代表２名が保健庁代表者 9 名と共に 2007 年 2 月から 3 月

実施された本邦研修に参加し、母子手帳活用のマネジメント手法を学び、また母子手帳ガイドライン

や全国普及行動計画の作成にも参加した。これらの協働作業を通じ、UNRWA、保健庁は一体化し

て母子手帳の全国展開に取り組んでいる。今後も、母子手帳タスクフォースでの手帳改訂作業、母

子手帳活用法に関する全国レベルでのセミナー、シンポジウムの開催など、UNRWA の積極的参入

が必要とされている。 

一方、ヨルダンの UNRWA 本部保健担当局では、母子健康手帳を西岸全域、パレスチナ全域の

UNRWA クリニックでの普及を検討するため、JICA プロジェクトとの協議を行いたいとの意向である。

今後、テレビ会議や訪問などにより UNRWA 本部との協議も行っていきたい。 

 

（３）UNFPA（国連人口基金）との連携 

 移動制限のあるパレスチナでは一次医療へのアクセスを改善し、母子健康手帳や保健サービ

スを普及させるためには家庭訪問が重要な手段であることがすでに確認されている。この家庭訪問

では新生児の検診、産後検診などの母子保健に関する情報や医療サービスを提供している。JICA

プロジェクトではUNFPAと連携し家庭訪問による啓発活動を実施できればより相乗的な効果が見込

まれると考えている。ＪＩＣＡでは、以前ヨルダンにて家庭訪問員を使った家族計画・女性のエンパワ

メントのプロジェクトを実施した実績があるため、家庭訪問員を対象にヨルダンにて女性のエンパワ

メントとコミュニケーション技術に関する訓練を行った。（2006 年 1 月実施。パレスチナ側研修参加者

22 名。） 

UNFPA でも本プロジェクトとの連携に意欲的であり、プロジェクトとの相乗効果を想定した「僻地に

おけるリプロダクティブヘルス・サービス向上計画」（約 1400 万円）を計画し日本政府に資金協力を

申請したが、資金調達は遅滞していた。しかしながら、2007 年 3 月に採択された緊急無償資金協力

「母子保健分野を中心とする緊急医療計画」（180 万ドル）において、UNFPA と JICA プロジェクトは家

庭訪問活動の連携を再開することとなった。 

同計画で UNFPA はガザ、西岸両地域の拠点病院などでの施設サービスの改善を図るとともに、

コミュニティでの啓発活動を実施し、健康改善を目指している。このうち、啓発活動にかかる訓練は

JICA プロジェクトとの連携によって実施する。具体的には UNFPA では①家庭訪問による産後検診

と啓発活動の訓練、②医師、看護師、助産師のコミュニケーション技術、リプロダクティブヘルス啓発

の訓練を計画しているが、JICA プロジェクト・パイロット地区であるジェリコ県、ラマラ県の家庭訪問

員や医療従事者も同訓練に参加することとなった。UNFPA の啓発活動対象地域（ベツレヘム、ベブ

ロン）や、JICA プロジェクト・パイロット地区（ジェリコ）の家庭訪問員の大半は、すでに JICA プロジェ

クトによるヨルダン研修を受講していることから、今後の追加訓練により、これらの人材が更に効果

的な家庭訪問を実施するものと期待される。また、家庭訪問活動では、母子健康手帳の普及を図り、

ポスターなど住民啓発用教材の作成については、UNFPA、JICA プロジェクトにて共同制作の上、パ

レスチナ自治区全域に配布・活用することで合意した。                    以上 
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    Healthy Mother, Healthy Child 
        صحة أفضل للأم والطفل

  مع الترآيز على رعاية الأم والطفل في فلسطينالإنجابيةمشروع تحسين خدمات الصحة 
パレスチナ母子保健に焦点を当てたリプロダクティブヘルス向上プロジェクト 

Project for Improving Reproductive Health 
with a special focus on Maternal and Child Health in Palestine 

(Aug.2005 – July 2008) 
31 March, 2007 

Chief Advisor 
Akiko Hagiwara 

 

Jericho Free Medical Day  
 

JICA Alumni Association (JALAP) in the West Bank, Palestine, conducted a 
Free-Medical Day, 17 March 2007, at Jiftlik UNRWA (United Nations Relief and Works 
Agency for Palestine Refugees in the Near East) School, in cooperation with Jericho 
Public Health Department, New Jericho Hospital, JICA Palestine Office, and JICA 
MCH/RH Project. UNRWA, and NGOs (Palestine Red Crescendo Society, Palestinian 
Medical Relief Society, Union of Health Care Committees, Palestinian Health Work 
Committees) and provided medical services to those people whose access to the health 
care is limited due to the political and social obstacles such as the check point and 
general strike of the public health service. The event was mainly funded by JICA 
MCH/RH Project and NGOs and UNRWA joined this event with their medical staff, 
medicine, furniture and equipments. 45 Doctors (7 doctors of JICA Alumni members, 
ex-participants of training program funded by JICA), nurses (8 JICA Alumni) and 
pharmacists (6 JICA Alumni) provided consultation and treatment in General Medicine, 
Pediatrics, Obstetrics and Gynecology, Dermatology, Ophthalmology, Orthopedics, and 
Internal Medicine, as well as free laboratory test, free drug and health education.  2000 
participated in this events from the community and more than 1200 patients were 
treated free of charge.  Jiftlik is located 40km north of Jericho and has difficulties in 
seeking specialized medical services.   
 
MCH Handbook, the first kind in Arabic countries, was introduced to mothers and 
families at the event.  Under the tree, in front of the treatment rooms, to the big crowd 
of people, JICA Expert, nurses and midwives explained about the safe childbirth and 
childcare using the MCH Handbook. Mothers and some young girls were eager to 
receive a copy of the Handbook and hear explanations about it.    
 
Governor of Jericho, Dr. Sami Musallam, who was present at the event, appreciated the 
efforts of JICA Alumni and JICA’s to outreach people in remote areas in the field of 
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basic human needs and he was thanking the government of Japan. He commented that it 
was so rewarding to show care and compassions to this community and he was pleased 
to see so many needy patients treated at the event. 
 
Dr. Samihe Hassan, Director of New Jericho Hospital and Pediatrician as well as a JICA 
Alumni, commented that “I was so pleased to treat so many children today. It is 
important to provide service to the needy community like this. To my great surprise, I 
met a four-year old boy whom I resuscitated at the hospital when he was born.  His 
mother remembered me and thanked me to save his life twice.” 
 
Dr. Kamal Jaber, Director of Jericho Public Health Department, also a JICA Alumni 
evaluated the event as a successful model of Primary Health Care, which realized 1) 
outreach and community participation, 2) collaboration with other sectors and 3) equity.  
 
Dr. Akiko Hagiwara, Chief Advisor of JICA MCH/RH Project “Healthy Mother, 
Healthy Child”, expressed her gratitude to JICA Alumni Association and other staff 
from NGOs and UNRWA to make this event successful and stated her impression. “The 
event was successful in providing medical services and information to needy 
community.  Another meaningful achievement of this event was to actually integrate 
various health sectors together and worked for the same slogan: towards healthy 
community. This may be really a milestone of long history of community health 
services in Palestine. I hope we can develop this integration further among Ministry of 
Health, UN and NGOs into national-level and work together to provide better health 
services to all mothers and children in Palestine”.   
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Palestine Times, March 18, 2007  
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Poster of this event prepared by Alumni Association  
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A new billboard built in Jericho and Mr. Takeshi Naruse (Resident Representative of 
JICA Palestine Office)  
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